
未来へ羽ばたけ！ 新成人！！未来へ羽ばたけ！ 新成人！！

●人　口　12,839人　前月比（24人減）
　　　　　　　　
●世帯数　5,739世帯
●15歳未満の年少人口　1,221人（比率9.51％）

●65歳以上の老齢人口　4,497人（比率35.02％）

●人口のうごき

〈2011（平成23）年12月31日現在〉

わがまちデータわがまちデータ

増加 18人　出生2人　　　　転入16人　　  職権1人
【男1人　女1人】 【男1人】【男9人　女7人】

減少 42人　死亡25人　　 転出17人　　　職権1人
【男13人　女12人】 【男6人　女11人】
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発行／黒潮町役場

【男6,056人  女6,783人】

【男632人  女589人】

【男1,782人  女2,715人】

広報
2012年／平成24年

－No.71－
2月号

1月3日、新春の青空の下、「黒潮町成人式」が行われました。笑顔あふれる新成人の晴れ姿に、成長を
見守ってきたご家族は感慨ひとしお。今後ますますのご活躍を期待しています。【特集記事2・3ページ】

安心・便利な口座振
替をご利用ください。

●お問い合わせ
　本庁 税務課
蕁４３－２８１６

●
国
保
税
・
介
護
保
険
料
・

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　

…
第
８
期

2月の納税2月の納税

P.２� 特集1「成人式」

P.４� まちのできごと

P.６� 健康カレンダー

P.10� 備えて安心

P.12� 黒潮町の文化財

P.13� 役場からのお知らせ

P.16� 東日本大震災の避難者へ
　　  （福島県からのお知らせ）

P.18� まちの掲示板

P.25� 特集2「人権作品展」

P.28� くろしおっ子を紹介します！

2月号の主な内容

地域の秋を楽しもう！地域の秋を楽しもう！地域の秋を楽しもう！
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第6回 黒潮町成人式第6回 黒潮町成人式第6回 黒潮町成人式

新成人の皆さん おめでとうございます新成人の皆さん おめでとうございます新成人の皆さん おめでとうございます

「仲間との絆を大切に、明るい未来のために
努力し続けます」と誓う新成人代表の打井健
太さん。

今年の新成人は、平成3年4月2日から平成4年4月1日生まれの162人（男性93人・女性69人）。
うち127人（男性67人・女性60人）が成人式に参加しました。

　
１
月
３
日
、
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ

ー
で
「
黒
潮
町
成
人
式
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
黒
潮
町
教
育
委
員
会
の
主
催
。

　
今
年
の
成
人
式
に
は
、
佐
賀
地
域
か

ら
４４
人
、
大
方
地
域
か
ら

７１
人
が
出
席
。

ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
黒
潮
町
へ

来
て
い
る
漁
業
研
修
生
の
新
成
人

１２
人

も
参
加
し
、
と
も
に
喜
び
を
分
か
ち
合

い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
成
人
を
祝
う
に
ふ
さ
わ
し

く
、
青
空
が
広
が
る
穏
や
か
な
天
候
と

な
り
ま
し
た
。
受
付
時
間
に
な
る
と
、

会
場
に
は
色
と
り
ど
り
の
着
物
や
ス
ー

ツ
姿
の
新
成
人
が
集
合
。
同
級
生
と
の

久
々
の
再
会
を
喜
び
合
い
、
記
念
撮
影

を
す
る
な
ど
、
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
人
生
の
区
切
り
と
な
る

記
念
す
べ
き
門
出
を
お
祝
い
し
よ
う
と
、

新
成
人
の
ご
家
族
や
、
お
世
話
に
な
っ

た
恩
師
や
地
域
の
皆
さ
ん
も
多
数
出
席

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
町
長
や
町
議
会
議
員
、
県
議
会
議
長

ら
の
祝
辞
に
対
し
、
新
成
人
を
代
表
し

て
打
井
健
太
さ
ん
が
答
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
現
在
、
消
防
士
と
し
て
活
躍
す
る

打
井
さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら
先
、
大
き

な
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

自
分
を
信
じ
て
歩
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
、
会
場
の
新
成
人
ら
に
呼
び
か
け
ま

し
た
。
そ
し
て
、
東
日
本
大
震
災
で
改

め
て
感
じ
た
人
の
温
か
さ
に
触
れ
、「
現

在
の
日
本
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題

が
山
積
み
で
す
が
、
こ
ん
な
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
自
分
の
意
思
や
人
間
ら
し
さ

を
も
ち
、
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」

と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
行
わ
れ
た
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
で
は
、
人
権
教
育
な
ど
幅
広
く

活
動
中
の
黒
潮
町

在
住
の
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
・
森
秀
一

さ
ん
が
、
気
持
ち

の
こ
も
っ
た
歌
で
、

新
成
人
へ
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。

新
成
人
　
仲
間
と
の
絆
を
胸
に

明
る
い
未
来
へ
―

〈特集1〉〈特集1〉
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祝！ 成人祝！ 成人祝！ 成人
2012.1.3　ふるさと総合センター2012.1.3　ふるさと総合センター2012.1.3　ふるさと総合センター
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まちのできごとまちのできごと

わ
ん
ぱ
く
ス
キ
ー
教
室
開
催

小
学
生
が
１６
メ
ー
ト
ル
の
長
巻
寿
司

作
り
に
挑
戦
！
〈
農
業
委
員
会
〉

若
山
楮
の
蒸
し
剥
ぎ
イ
ベ
ン
ト
と

土
佐
さ
が
三
里
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
１
月
７
日
、
愛
媛
県
久
万
高
原
町
・

久
万
ス
キ
ー
ラ
ン
ド
に
て
、
黒
潮
町
内

の
小
学
５
・
６
年
生
を
対
象
に
「
わ
ん

ぱ
く
ス
キ
ー
教
室
」
が
開
催
さ
れ
、

３０

人
の
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
冬
の
太
陽
が
ス
キ
ー
場
を
銀
色
に
輝

か
せ
、
当
日
は
絶
好
の
ス
キ
ー
日
和
。

　
高
知
県
ス
キ
ー
連
盟
の
方
に
ご
指
導

い
た
だ
き
、
初
心
者
は
ス
キ
ー
の
基
礎

を
、
経
験
者
は
よ
り
高
度
な
技
術
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
初
は
転
ん
で
ば
か
り
だ
っ
た
児
童

も
最
後
に
は
一
人
で
自
由
に
滑
れ
る
よ

う
に
。
参
加
し
た
児
童
か
ら
は
「
来
年

も
絶
対
行
き
た
い
！
」「
前
よ
り
も
上

手
に
滑
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
黒
潮
町
農
業
委
員
会
（
井
上
道
明
会

長
）
で
は
、
女
性
農
業
委
員
が
中
心
と

な
っ
て
、
３
年
の
任
期
の
う
ち
に
町
内

全
小
学
校
９
校
を
回
り
、
子
ど
も
た
ち

に
地
産
地
消
の
料
理
作
り
を
教
え
て
い

ま
す
。
こ
の
活
動
は
、

１０
年
ほ
ど
前
に
、

廃
校
に
な
る
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の

思
い
出
づ
く
り
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

平
成

２３
年
度
は
、
上
川
口
・
入
野
・
伊

田
小
学
校
の
３
校
を
回
り
ま
す
。

　
１２
月

１６
日
に
は
上
川
口
小
学
校
で
開

催
さ
れ
、
５
年
生
８
人
・
６
年
生
７
人

が
、
元
農
業
委
員
や
Ｊ
Ａ
高
知
は
た
女

性
部
大
方
支
部
の
部
員
、
地
域
の
女
性

に
教
わ
り
な
が
ら
、
千
切
り
な
ど
、
熱

心
に
包
丁
を
使
い
、
長
巻
寿
司
と
サ
ラ

ダ
、
み
そ
汁
、
デ
ザ
ー
ト
に
サ
ツ
マ
イ

モ
の
茶
巾
絞
り
を
作
り
ま
し
た
。
ま
た
、

全
校
児
童

４０
人
が

１６
メ
ー
ト
ル
の
長
巻

寿
司
作
り
に
挑
戦
し
、
見
事
完
成
さ
せ

ま
し
た
。
で
き
あ
が
る
と
子
ど
も
た
ち

か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

「
地
元
で
作
ら
れ
た
物
を
選
び
、
安
心

で
き
る
物
を
食
べ
て
ほ
し
い
」
と
女
性

農
業
委
員
の
金
子
孝
子
さ
ん
。
全
員
で

昼
食
を
と
っ
た
後
は
、
お
礼
に
全
校
児

童
に
よ
る
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま

し
た
。

　
今
後
は
、
１
月

に
入
野
小
学
校
、

２
月
に
伊
田
小
学

校
で
実
施
。
来
年

度
は
、
佐
賀
・
伊

与
喜
・
拳
ノ
川
小

学
校
で
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
黒
潮
町
佐
賀
北
部
協
議
会
で
は
、
平

成
２１
年
か
ら
、
和
紙
の
原
料
と
な
る
若

山
楮
の
復
活
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
春
先
か
ら

１０
月
頃
ま
で
除
草
や
芽
か

き
作
業
を
行
い
大
切
に
育
て
て
き
た
楮

を
、

１２
月
上
旬
に
刈
り
取
り
、
同
月

１８

日
、
土
佐
佐
賀
温
泉
こ
ぶ
し
の
さ
と
敷

地
内
で
楮
の
蒸
し
剥
ぎ
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
。
体
験
し
た
佐
賀
地
域
の
小
学
生
は
、

「
最
初
は
難
し
か
っ
た
け
ど
、
楽
し
か

っ
た
」「
つ
る
っ
と
剥
け
た
と
き
は
快

感
で
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
開

か
れ
、
地
元
の
お
い
し
い
食
べ
物
や
工

芸
品
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
し
た
。

教室の様子。初めて高い所から降りる時は緊張
しました。他校の児童とも仲良く交流できました。

地元の人に教えてもらいながら、1本1本楮の皮を
剥ぐ大方高校生たち。

は

こ
う
ぞ
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黒
潮
町
出
身
の
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
・

藤
田
泰
成
選
手
の
サ
ッ
カ
ー
教
室

まちのできごとまちのできごと

　
三
浦
小
学
校
の
６
年
生
８
人
が
、「
三

浦
ハ
ッ
ピ
ー
ズ
」
と
い
う
ニ
ッ
ク
ネ
ー

ム
で
、
高
齢
者
を
テ
ー
マ
に
総
合
学
習

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
高
齢
者
に
喜
ん
で
も
ら
う
に
は
自
分

た
ち
に
何
が
で
き
る
か
、
交
流
や
手
紙

な
ど
い
ろ
ん
な
方
法
を
考
え
た
末
に
、

「
５
・
７
・
５
の
リ
ズ
ム
に
の
せ
て
、

ハ
ッ
ピ
ー
な
気
持
ち
に
な
る
言
葉
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
」
と
、
川
柳
の
看
板

を
立
て
る
こ
と
に
決
定
。

　
ま
ず
、
田
野
浦
・
出
口
地
区
の
高
齢

者
が
集
ま
る
場
所
を
探
し
た
と
こ
ろ
、

バ
ス
停
や
集
会
所
近
く
の
ベ
ン
チ
な
ど
、

４
箇
所
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、「
い
こ
い
の
場
マ
ッ
プ
」
を

作
製
し
、

１２
月
に
、
各
区
長
の
許
可
を

得
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
い
こ
い
の
場
に
川

柳
の
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
６
年
生
み
ん
な
で
考
え
た
川
柳
は
、

「
ハ
ッ
ピ
ー
な
気
持
ち
で
ず
っ
と
長
生

き
を
」「
ほ
っ
と
す
る
大
先
輩
の
そ
の

笑
顔
」「
い
つ
ま
で
も
そ
の
笑
顔
の
ま

ま
で
長
生
き
を
」「
う
れ
し
い
な
あ
な

た
が
見
せ
る
ほ
ほ
え
み
は
」
の
４
句
。

　
い
つ
も
バ
ス
停
で
友
人
ら
と
集
ま
っ

て
い
る
と
い
う
女
性
は
、
看
板
を
見
て

「
い
い
ね
え
」
と
う
れ
し
そ
う
な
笑
顔

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

※
こ
の
取
り
組
み
は
、
昨
年

１０
月

３０
日
、

高
知
県
教
育
界
の
地
道
な
活
動
に
光

を
当
て
る
「
た
ん
ぽ
ぽ
教
育
文
化
賞
」

の
「
ハ
ッ
ピ
ー
ク
リ
エ
イ
タ
ー
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
１
月

１４
日
、
黒
潮
町
出
身
で
、
Ｆ
Ｃ

町
田
ゼ
ル
ビ
ア（
Ｊ
２
）の
Ｄ
Ｆ
藤
田
泰

成
選
手
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
砂
浜
美
術
館
の
主
催
。

　
藤
田
選
手
が
地
元
で
イ
ベ
ン
ト
を
行

う
の
は
今
回
が
初
め
て
。
教
室
に
は
、

町
内
外
か
ら
小
学
生
約

８０
人
が
参
加
し
、

一
緒
に
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
し
た

後
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
「
お
も
し
ろ
か
っ
た
」

「
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
や
シ
ュ
ー
ト
が
す
ご

か
っ
た
」
と
、
プ
ロ
の
技
に
興
奮
し
て

い
ま
し
た
。

　
午
後
の
講
演
会
で
は
、
藤
田
選
手
が

プ
ロ
に
な
る
ま
で
の
人
生
を
振
り
返
り
、

「
自
分
が
決
め
た
夢
は
、
納
得
す
る
ま

で
挑
戦
し
て
ほ
し
い
」と
、子
ど
も
た
ち
に

応
援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
！

統
計
調
査
功
労
調
査
員
感
謝
状
受
賞

　
こ
の
た
び
、
経
済
産
業
省
が
実
施
し

て
い
る
統
計
調
査
に
長
年
従
事
さ
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、
町
内
在
住
の
野
並

出
豆
男
さ
ん
が
感
謝
状
と
副
賞
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

【
こ
れ
ま
で
に
従
事
し
た
統
計
調
査
】

・
工
業
統
計
調
査
　

１５
回

・
商
業
統
計
調
査
　
５
回

　
長
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
 

本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係

　
　
蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

問

野並出豆男さん

三浦小学校の校区内で、高齢者が集まる場所が一目
で分かる「三浦いこいの場マップ」

看板は、１カ月に１度、内容を入れ替えると
のこと。毎月の川柳が楽しみです。

「リフティングで大事なのは、ボールが
どこにいってもあきらめないこと」と
小学生を指導する藤田選手。

ふ
じ

た

た
い

せ
い

お
年
寄
り
を
喜
ば
せ
た
い
！

三
浦
ハ
ッ
ピ
ー
ズ
の
川
柳
看
板
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～ 誰もが安心して暮らせる町をめざして ～～ 誰もが安心して暮らせる町をめざして ～～ 誰もが安心して暮らせる町をめざして ～

『認知症』の講演会を開催します『認知症』の講演会を開催します『認知症』の講演会を開催します
　『地域包括支援センター』では、認知症について正しく理解し、認知症の人や家族
を温かく見守り、誰もが安心して暮らせる黒潮町にするために、地域で支える輪を広
げていこうと研修会などに取り組んでいます。皆さんの参加をお待ちしています。
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人
が 元 気

黒潮町地域包括
支援センター

◇日時　3月6日（火）午後１時30分～
◇場所　大方あかつき館　レクチャーホール
◇講師　佐藤政子さん（認知症の人と家族の会　高知県支部）
◇演題　『認知症高齢者を取りまく現状』

◆お問い合わせ・ご相談は  地域包括支援センター まで  蕁43－2240（直通）

3月 内　　　容 実施場所 実施時間

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

２
月
中
旬
か
ら
３
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事

予
定
で
す
。

変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
　
蕁
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3
―
2
8
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直
通
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佐
賀
支
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地
域
住
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蕁
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―
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直
通
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大方地域

ふるさと総合センター ※13：00～14：00乳児・1歳6カ月児健診7日（水）

8日（木）

6日（火） 上田の口集会所 9：30～12：00健康相談（ふれあいサロン）

上川口郷集会所 9：30～12：00
健康相談（ふれあいサロン）

福堂集会所 9：30～12：00
伊田老人憩の家 9：30～12：00

健康相談（ふれあいサロン）9日（金）
御坊畑集会所 9：30～12：00
北郷小学校体育館 10：00～12：00健康相談（ふれあいサロン）12日（月）
大方橘川集会所 9：30～10：30

健 　 康 　 相 　 談14日（水）
仲分川集会所 10：00～11：00
有井川集会所 9：30～12：00健康相談（ふれあいサロン）15日（木）

2月 内　　　容 実施場所 実施時間
田野浦集会所 10：00～12：00健康相談（ふれあいサロン）17日（金）
南部保育所 9：30～11：00愛 　 育 　 相 　 談20日（月）
大方中央保育所 10：00～11：00愛 　 育 　 相 　 談28日（火）

注）表中の※印は、受付時間となります。

佐賀地域
2月 内　　　容 実施場所 実施時間

市野瀬集会所 13：30～14：30市 野 瀬 健 康 相 談16日（木）
上分集会所 9：30～11：30上分ふれあいサロン22日（水）
佐賀保育所 9：30～11：00佐 賀 愛 育 相 談27日（月）

3月 内　　　容 実施場所 実施時間
（野外活動） 9：00～17：00鈴ふれあいサロン6日（火）
総合センター ※13：30～14：00ポリオ集団予防接種14日（水）
伊与喜集会所 9：30～11：00伊与喜ふれあいサロン

15日（木）
漁民センター 9：30～11：30漁民ふれあいサロン

注）表中の※印は、受付時間となります。

当直医療機関一覧表
月 日 四 万 十 市 宿　毛　市

2月

3月

11日（建国記念の日） 大野内科 蕁37－5281 川村内科クリニック 蕁0880－66－2911

12日（第2日曜日） 竹本病院 蕁35－4151 大井田病院 蕁0880－63－2101

19日（第3日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 いなげ胃腸科内科 蕁0880－62－1113

26日（第4日曜日） 木俵病院 蕁34－1211 幡多けんみん病院 蕁0880－66－2222

04日（第1日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 聖ヶ丘病院 蕁0880－63－2146

11日（第2日曜日） 中村病院 蕁34－3177 沢田医院 蕁0880－63－2304

※当直医は、変更になる場合がありますので、確認してから受診してください。
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健

知

袋

康

恵

　
「
う
つ
」
と
い
う
言
葉
は
、
気
分
が

落
ち
込
ん
で
い
る
状
態
と
し
て
日
常
よ

く
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
病
気
に
な
る

と
、
思
考
や
感
情
、
意
欲
や
行
動
、
さ

ら
に
は
身
体
面
に
ま
で
症
状
が
あ
ら
わ

れ
て
き
ま
す
。

　
「
う
つ
」
は
、
決
し
て
気
持
ち
や
性

格
の
弱
さ
で
起
こ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
最
初
は
身
体
の
不
調

や
ち
ょ
っ
と
し
た
気
分
の
落
ち
込
み
に

し
か
見
え
な
い
こ
と
も
多
く
、
周
囲
の

方
も
本
人
が
抱
え
て
い
る
本
当
の
心
の

苦
し
み
に
気
づ
き
に
く
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
安
易
に
対
応
し
、

症
状
を
長
引
か
せ
た
り
、
か
え
っ
て
悪

化
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
最
近
、
環
境
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変

化
に
よ
っ
て
、
う
つ
症
状
で
苦
し
む
方

が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
本
人
や
家

族
だ
け
で
な
く
、
み
ん
な
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
も
、
う
つ
状
態

や
う
つ
病
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

◆ 

「
う
つ
」
と
は
？

　
単
な
る
気
分
の
落
ち
込
み
と
は
違
い

ま
す
。
自
分
の
努
力
だ
け
で
は
ど
う
に

も
な
ら
な
い
病
気
の
状
態
で
す
。

　
う
つ
病
は
、
脳
内
の
神
経
伝
達
物
質

が
正
常
に
働
か
な
く
な
っ
て
病
気
の
状

態
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
几
帳
面
で
ま
じ
め
、
責
任
感
が
強
い

方
が
う
つ
病
に
な
り
や
す
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
多
く
の
方
に
共

通
し
た
特
徴
で
す
。
こ
れ
ら
が
人
並
み

以
上
に
強
い
場
合
や
ス
ト
レ
ス
を
受
け

止
め
や
す
い
性
格
の
方
は
、
結
果
と
し

て
う
つ
病
に
な
り
や
す
い
と
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、
昇
進
や
退
職
、
引
っ
越
し
や

近
親
者
の
死
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活

体
験
が
う
つ
病
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま

す
。
ス
ト
レ
ス
の
原
因
、
個
人
の
性
格
、

行
動
の
仕
方
な
ど
が
相
互
に
関
係
し
て
、

う
つ
病
を
発
症
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
最
近
の
調
査
で
は
、
人
口
の
約

１０
％

の
方
が
一
生
に
一
度
は
、
う
つ
病
を
経

験
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
う
つ
病

は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
身
近
な
病
気

で
す
。

◆ 

う
つ
病
を
疑
う
サ
イ
ン

【
本
人
が
気
づ
く
変
化
】

①
悲
し
い
、
憂
う
つ
な
、
沈
ん
だ
気
分

②
何
事
に
も
興
味
が
わ
か
ず
、
楽
し
く

な
い

③
疲
れ
や
す
く
、
だ
る
い

④
お
っ
く
う
、
何
も
す
る
気
が
し
な
い

⑤
寝
つ
き
が
わ
る
く
、朝
早
く
目
覚
め
る

⑥
食
欲
が
な
く
な
る

⑦
人
に
会
い
た
く
な
く
な
る

⑧
夕
方
よ
り
朝
方
の
方
が
気
分
、
体
調

が
悪
い

⑨
心
配
事
が
頭
か
ら
離
れ
ず
、
考
え
が

堂
々
め
ぐ
り
す
る

⑩
失
敗
や
悲
し
み
、
失
望
か
ら
立
ち
直

れ
な
い

⑪
自
分
を
責
め
、
自
分
は
価
値
が
な
い

と
感
じ
る

【
周
囲
が
気
づ
く
変
化
】

①
以
前
と
比
べ
て
表
情
が
暗
く
、
元
気

が
な
い

②
体
調
不
良
の
訴
え
が
多
く
な
る

③
仕
事
や
家
事
の
能
率
が
低
下
、
ミ
ス

が
増
え
る

④
周
囲
と
の
交
流
を
避
け
る
よ
う
に
な
る

⑤
遅
刻
、
早
退
、
欠
席
が
増
加
す
る

⑥
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
、外
出
を
し
な
く
な
る

⑦
飲
酒
量
が
増
え
る

※
ご
自
身
や
周
囲
の
方
で
該
当
す
る
場

合
は
、
早
め
に
病
院
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

◆ 

治
療
方
法

　
治
療
は
、
薬
で
の
治
療
が
基
本
に
な

り
ま
す
が
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
の

治
療
法
も
組
み
合
わ
せ
て
、
も
の
の
考

え
方
な
ど
を
柔
軟
に
と
ら
え
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
回
復
に
は
波
が
あ
り
ま
す
が
、
必
ず

良
く
な
り
ま
す
。
良
く
な
っ
た
り
悪
く

な
っ
た
り
を
繰
り
返
し
な
が
ら
回
復
し

て
い
き
ま
す
。

　
周
囲
の
方
は
、
焦
り
や
不
安
が
あ
る

の
で
、
本
人
を
励
ま
し
た
り
、
叱
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

う
つ
病
の
方
に
と
っ
て
は
負
担
と
な
り

逆
効
果
と
な
り
ま
す
。
気
長
に
回
復
を

待
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

◆ 

自
殺
予
防

　
自
殺
の
予
防
が
最
も
重
要
で
す
。「
死

に
た
い
」
と
い
う
言
葉
が
出
た
ら
、
決

し
て
軽
く
考
え
ず
治
療
を
勧
め
て
く
だ

さ
い
。「
絶
対
自
殺
を
し
な
い
」
と
い

う
約
束
を
本
人
と
交
わ
す
こ
と
も
必
要

で
す
。
こ
の
約
束
が
自
殺
の
大
き
な
歯

止
め
と
な
り
ま
す
。

　
回
復
し
て
く
る
と
、
本
人
も
周
囲
も

安
心
し
て
ほ
っ
と
し
が
ち
で
す
が
、
油

断
は
禁
物
で
す
。
こ
の
時
期
は
、
早
く

元
に
戻
ろ
う
と
無
理
を
し
て
、
症
状
が

悪
化
し
た
り
、
自
殺
を
引
き
起
こ
し
た

り
し
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
、
じ
っ
く
り
、

ゆ
っ
た
り
療
養
す
る
こ
と
を
心
が
け
　

主
治
医
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
、
注
意

深
く
見
守
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
病
院
の
敷
居
が
高
く
感
じ
ら
れ
、
受

診
を
悩
ま
れ
て
い
る
方
、
役
場
保
健
師

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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庁 
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保
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地
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直
通
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問

「
う
つ
病
」を
知
ろ
う
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要介護認定について
介護保険広報シリーズ熈ガイ ド介護保険介護保険介護保険

介護保険料は大切な財源です。納付期限までにお納めを　～安心で便利な口座振替を！～

【お問い合わせ】本庁　健康福祉課　介護保険係　蕁43－2116（直通）

　介護が必要となり、介護保険サービスの利用を希望するときは、『要介護認定』を受ける必要があ
ります。要介護認定とは、心身の状態の改善が見込まれるかどうかや、どれくらいの介護の時間が必
要かを審査するもので、申請から認定まで1カ月程度かかります。

◆ 介護保険サービスが必要になったら、まず申請してください。

申　　　請

　介護保険サービスの利用を希望する方は、黒潮町の介護保険担当係へ介護保険証（※40歳以上
65歳未満の方は医療保険の保険証）を添えて申請してください。申請は、本人、家族のほか、ケアマ
ネジャー、成年後見人、居宅介護支援事業者、地域包括支援センターなどにも頼めます。

審査・判定

　認定調査結果と医師の意見書を基に、保健・医療・福祉の各分野の専門家で構成される介護認
定審査会で、介護の必要度や状態の維持・改善の可能性の審査を行います。

認定・通知

自立（非該当）

☆ ☆ ☆  要介護認定  ☆ ☆ ☆

　審査判定結果にもとづいて、「自立（非該当）」「要支援1・2」「要介護1～5」の区分に分けて
認定し、その結果を通知します。介護保険証も同封して送付します。

　介護保険サービスは利用
できませんが、黒潮町の福
祉事業による各サービスを
利用できる場合があります。

（軽度生活援助、生きがい
活動支援通所など）

認定調査（訪問調査）

　認定調査員が自宅や施設を訪問し、心身の状況などについて本人や家族などに聞き取り調査
をします。

～認定結果に応じて、必要なサービスが利用できます～

要支援1・2
＜介護保険＞

を利用できます。
（地域包括支援センターが
ケアプランを作成します。）

要介護1～5
＜介護保険＞

を利用できます。
（居宅介護支援事業者がケ
アプランを作成します。）

医師の意見書

　主治医から介護を必要とする原因疾患などについての意見書を提出してもらいます。

（役場から医療機関に依頼します。）

介護予防サービス 居宅・施設サービス
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国保会計国保会計国保会計みんなでささえる

～ 70歳から74歳の国保加入者の方へ ～

～ 高額な外来診療を受ける方へ ～

平成25年3月末まで窓口負担が1割に据え置かれます。

○お問い合わせ　【本　　庁】健康福祉課 国保係　　　　　蕁43－2116（直通）
　　　　　　　　【佐賀支所】地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3111（直通）

　医療制度改革の経過措置により、平成24年4月から一般の方は窓口負担を2割とする
こととされていましたが、再度の経過措置により平成24年4月から平成25年3月までの
1年間、1割に据え置かれることになりました。
　※現役並み所得者の方の窓口負担は、これまでどおり3割のままです。
　なお、支払っていただく医療費のひと月あたりの限度額についても、これまでどおり
据え置かれます。

※1　住民税の課税標準額が145万円以上の方、および課税標準額が145万円以上の
70歳以上の方と同一世帯に属する方

※2　世帯主および世帯全員が住民税非課税の方
※3　低所得で、さらに各所得が必要経費（年金所得は控除額を80万円で計算）を差

し引いたときに0円となる世帯の方
※4　多数該当とは、過去12カ月以内に同じ世帯で3回以上高額療養費の支給を受け

た場合の4回目以降が該当
■受給者証の有効期限について
　有効期限は平成24年7月31日までとなっています。8月以降の受給者証については、
負担区分を判定しなおします。
　なお、平成24年7月31日までに75歳の誕生日を迎える方については、有効期限が
誕生日の前日までとなっています。

平成24年4月1日から『認定証』などを提示すれば、病院などの窓口での支払いが一定の金額
にとどめられます。
　これまでの高額療養費制度の仕組みでは、高額な外来診療を受けたとき、ひと月の窓口負
担が自己負担限度額以上になった場合でも、いったんはその額をお支払いいただいていまし
たが、平成24年4月1日からは、限度額を超える分を窓口で支払う必要はなくなります。
　詳しい内容は16ページに掲載しています。

■自己負担限度額（月額）

世  帯  区  分 外　    来
（個人単位）

外来＋入院
（世帯単位）

現役並み所得者　※1 44,400円

80,100円＋
（総医療費－267,000円）×1％

多数該当の場合は44,400円　※4

一　　　　　 般 12,000円 44,400円

低所得者Ⅱ　※2
8,000円

24,600円

低所得者Ⅰ　※3 15,000円
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備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
68

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

町
民
大
学
第
４
講
座
！

エ
リ
ア
メ
ー
ル
運
用
開
始
！

 　
昨
年

１１
月

３０
日
に
、
大
方
あ
か
つ
き

館
で
町
民
大
学
第
４
講
座
（
防
災
講
演
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
京
都
大
学
教
授
の
矢
守
克
也

さ
ん
を
お
招
き
し
、「
津
波
か
ら
の
避

難
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
！
岩
手
県

野
田
村
の
事
例
か
ら
」
と
い
う
演
題
で

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
黒
潮
町
と
地
形
的
に
類
似
点
の
多
い

岩
手
県
野
田
村
。
被
害
の
状
況
や
保
育

所
の
防
災
に
対
す
る
取
り
組
み
と
避
難

方
法
を
例
と
し
て
講
演
さ
れ
、
近
い
将

来
起
こ
る
と
予
測
さ
れ
る
南
海
地
震
に

対
し
、
黒
潮
町
の
防
災
対
策
・
減
災
対

策
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
効
果

的
で
あ
る
の
か
、
わ
か
り
や
す
く
心
に

響
く
内
容
で
し
た
。

　
中
で
も
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」「
て

ん
で
ん
こ
に
続
け
」「
二
度
逃
げ
」
と

い
う
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
大
災
害

時
に
一
番
大
切
な
『
逃
げ
る
こ
と
』
の

な
か
で
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

　
１
つ
目
の
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
は

東
日
本
大
震
災
で
一
躍
有
名
に
な
っ
た

言
葉
で
、「
大
き
な
地
震
が
起
き
た
ら

津
波
が
来
る
か
ら
各
自
が
て
ん
で
ん
ば

ら
ば
ら
に
逃
げ
る
」
と
い
う
東
北
地
方

で
伝
承
さ
れ
て
い
る
言
葉
で
す
。

　
２
つ
目
の
「
て
ん
で
ん
こ
に
続
け
」

は
、
避
難
す
る
人
を
見
た
ら
そ
の
人
に

続
い
て
自
ら
も
避
難
す
る
と
い
う
こ
と
。

自
分
の
命
を
守
る
、
そ
し
て
周
囲
の
人

に
危
険
を
知
ら
せ
、
そ
の
人
た
ち
の
命

を
守
る
と
い
う
２
つ
の
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
３
つ
目
の
「
二
度
逃
げ
」
は
、

目
標
と
す
る
避
難
場
所
に
逃
げ
て
も
そ

れ
で
安
全
と
は
い
え
な
い
と
い
う
こ
と
。

避
難
し
た
場
所
か
ら
周
囲
の
状
況
を
把

握
し
、「
こ
こ
も
危
な
い
」
と
危
険
を

感
じ
れ
ば
、
さ
ら
に
安
全
な
場
所
に
避

難
す
る
と
い
う
想
定
外
を
想
定
し
た
避

難
の
考
え
方
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
災
害
時
に
命
を
守

る
た
め
に
『
逃
げ
る
こ
と
』
の
大
切
さ
、

重
要
さ
を
改
め
て
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た

町
民
大
学
第
４
講
座
（
防
災
講
演
）
で

し
た
。

　
昨
年

１２
月
か
ら
の
テ
ス
ト
運
用
を
経

て
、
現
在
、
黒
潮
町
内
に
お
け
る
エ
リ

ア
メ
ー
ル
の
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
エ
リ
ア
メ
ー
ル
と
は
、
災
害
時
な
ど

に
、
対
象
と
な
る
電
波
区
域
内
す
べ
て

の
携
帯
電
話
に
、
災
害
発
生
の
メ
ー
ル

を
送
る
緊
急
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
の
呼
称

で
す
。

　
な
お
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
実
施
し
て

い
る
携
帯
電
話
会
社
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

だ
け
で
あ
り
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
を
受
信

す
る
の
は
同
社
の
機
種
の
み
で
、
そ
の

他
の
携
帯
電
話
会
社
の
機
種
は
受
信
し

ま
せ
ん
。

→
エ
リ
ア
メ
ー
ル
受
信
時
の
参
考
画
像

エリアメールのポイント
○黒潮町内にあるすべての携帯電話（NTTドコモ機種のみ）

に緊急メールが送信される。

○黒潮町外にいる場合は対象区域外となるため、受信不可。

○受信制限（迷惑メール拒否）などをしていても受信する。

○他市町村の方（黒潮町を訪れた方）も、上記を満たせば

受信可。
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こ
の
ペ
ー
ジ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
 

【
本
庁
】
総
務
課 

消
防
防
災
係
　
蕁
4
3
―
2
1
1
2（
直
通
）　
【
佐
賀
支
所
】
地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
１
係
 
蕁
5
5
―
3
1
1
3（
直
通
）

 
１
月
８
日
、「
平
成

２４
年
黒
潮
町
消

防
出
初
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
出
初
式
日
和
と
も
い
え
る
絶

好
の
晴
天
。
消
防
団
員
の
ほ
か
、
女
性

防
火
ク
ラ
ブ
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
消

防
署
員
な
ど
関
係
者
約
３
０
０
人
が
佐

賀
庁
舎
前
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
集
合
し
、

表
彰
式
や
消
防
車
両
の
点
検
な
ど
の
開

会
式
典
を
行
い
ま
し
た
。
万
が
一
の
火

災
や
大
災
害
に
備
え
地
域
の
防
災
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
関
係
機
関
が
、
と

も
に
今
年
の
活
動
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。

 
開
会
式
典
後
は
、
馬
地
橋
付
近
の
堤

防
に
て
一
斉
放
水
を
行
い
、
佐
賀
地
域

か
ら
大
方
地
域
へ
車
両
パ
レ
ー
ド
、
大

方
あ
か
つ
き
館
か
ら
大
方
庁
舎
ま
で
を

徒
歩
と
車
両
に
よ
る
分
列
行
進
を
行
い

ま
し
た
。

 
火
災
は
も
と
よ
り
、
災
害
の
少
な
い

１
年
で
あ
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
地
域

の
安
全
・
安
心
を
支
え
る
消
防
団
の
皆

さ
ん
が
今
年
も
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

消
防
団
の
活
動
に
対
す
る
町
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

大方地域内の分列行進

馬地橋付近堤防からの一斉放水

少年消防クラブの皆さん

平 成 2 4 年  黒 潮 町 消 防 出 初 式平 成 2 4 年  黒 潮 町 消 防 出 初 式平 成 2 4 年  黒 潮 町 消 防 出 初 式
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田
野
浦
港
よ
り
見
て
北
西
の
方
角
に

あ
る
、
飯
を
積
み
上
げ
た
よ
う
な
丸
山

が
飯
積
山（
標
高
２
１
７
ｍ
）で
す
。

　
地
区
の
人
は
「
カ
ン
ノ
ン
サ
ン
」（
山
、

寺
、
本
尊
す
べ
て
の
総
称
か
）
と
呼
ん

で
い
ま
す
。

 
地
区
の
北
西
の
端
に
１
枚
の
看
板
が

あ
り
、
そ
れ
よ
り
山
手
に
登
山
道
が
あ

り
ま
す
。
歩
い
て

４０
分
、
車
な
ら

１０
分

位
で
、
頂
上
の
飯
積
寺
に
着
き
ま
す
。

※
平
成
２（
１
９
９
０
）年
大
方
町
文
化

財
指
定
。

　
こ
の
寺
は
弘
法
大
師
の
開
基
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
住
職
が
田
野
浦
地
区
か
ら

通
っ
て
お
寺
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　
８
合
目
に
あ
る
休
憩
所
は
、
眼
下
に

太
平
洋
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
西
は
四

万
十
川
河
口
、
東
は
井
ノ
岬
ま
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ
か
ら
眺
め

る
初
日
の
出
は
見
事
で
、
平
日
で
も
天

気
の
良
い
日
に
は
景
観
を
楽
し
ん
で
い

る
人
を
見
か
け
ま
す
。

　
こ
こ
か
ら
車
で
頂
上
ま
で
行
け
ば
比

較
的
広
い
駐
車
場
も
あ
り
ま
す
が
、
普

段
の
日
は
夕
方
か
ら
参
道
に
鎖
が
は
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
休
憩
所
に
車
を
置
き
、旧
参
道
を
登

っ
て
行
く
方
法
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
参

道
は
、
木
々
の
中
を
苔
蒸
し
た
石
段
が

寺
ま
で
続
い
て
お
り
、
５
分
程
で
着
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
方
法
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
院
の
裏
に
雷
電
権
現
が
ま

つ
ら
れ
て
お
り
、
１
２
０
０
年
ぐ
ら
い

前
の
時
代
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
寄
り
く
だ
さ

い
。

 
飯
積
寺
の
本
尊
は
、
十
一
目
面
観
音

等
身
仏
で
、
伏
見
天
皇
正
応
４（
１
２

９
１
）年
７
月
、
大
仏
師
・
法
禅
園
海

の
作
で
す
。

　
昭
和

２１（
１
９
４
６
）年
、
南
海
大
地

震
の
際
、
本
堂
大
破
に
よ
り
仏
像
を
仮

堂
に
安
置
中
に
白
蟻
の
害
を
受
け
ま
し

た
が
、
平
成
５（
１
９
９
３
）年
、
京
都

科
学
社
に
依
頼
し
て
完
全
に
修
復
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
時
の
地
区
を
挙
げ
て
の
修
復
へ

の
協
力
は
、
カ
ン
ノ
ン
サ
ン
に
対
す
る

地
区
民
の
信
頼
の
厚
さ
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。

　
奈
良
時
代
は
、
官
寺
の
造
仏
所
で
造

仏
に
携
わ
っ
た
仏
師
の
長
の
こ
と
を
い

い
、
平
安
時
代
中
期
以
降
は
、
有
力
寺

院
に
所
属
し
、
多
数
の
仏
師
を
従
え
て

大
規
模
な
仏
像
制
作
に
あ
た
っ
た
責
任

者
を
い
う
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
尊

が
作
ら
れ
た
年
代
か
ら
、
後
者
の
制
作

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
地
区
の
人
た
ち
の
信
仰
は
大
変
厚
く
、

か
つ
て
は
旧
暦

１８
日
に
毎
月
縁
日
が
開

か
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
旧
暦
の
１
月
、

６
月
の
縁
日
に
は
本
尊
を
開
帳
す
る
た

め
、
遠
く
か
ら
参
詣
す
る
方
も
多
く
、

大
変
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
地
区
で
は
、
こ
の
日
を
「
カ
ン

ノ
ン
サ
ン
」
と
呼
ん
で
、
以
前
は
ほ
と

ん
ど
の
家
で
親
し
い
人
を
招
い
て
の
酒

宴
と
な
り
、
中
に
は
家
主
の
知
ら
な
い

人
も
飲
ん
で
い
た
と
い
う
話
も
あ
り
ま

し
た
が
、
さ
す
が
に
今
は
こ
の
よ
う
な

こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
縁
日
は
今
も
盛
ん
で
、
境
内
に
は
出

店
、
餅
投
げ
が
あ
り
、
ま
た
、
宵
宮
に

は
地
区
内
か
ら
の
タ
ク
シ
ー
の
送
迎
も

あ
り
、
大
変
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
　

【
今
年
の
カ
ン
ノ
ン
サ
ン（
新
暦
）】

　
２
月
８
日（
宵
宮
）・
９
日

　
８
月
４
日（
宵
宮
）・
５
日

黒
潮
町
の
文
化
財

黒
潮
町
の
文
化
財

黒
潮
町
の
文
化
財
No.11

『
蓬
莱
山
南
覚
院
飯
積
寺
と

 
本
尊
仏
像
一
基
』

ほ
う

ら
い

さ
ん

な
ん

が
く

い
ん

い

づ
み

じ

め
し

い

づ
み

さ
ん

■ 

蓬
莱
山
南
覚
院
飯
積
寺

■ 

本
尊
仏
像

■ 
大
仏
師

ら
い
で
ん
ご
ん
げ
ん

し
ょ
う
お
う

■ 

カ
ン
ノ
ン
サ
ン

こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
　
黒
潮
町
教
育
委
員
会
 

文
化
振
興
係（
大
方
あ
か
つ
き
館
内
） 
蕁
4
3
―
2
1
1
0（
直
通
）
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◆
平
成
２４
年
度
町
県
民
税
な
ど
の
申
告

に
つ
い
て

　
平
成

２４
年
１
月
１
日
現
在
黒
潮
町
に

住
所
が
あ
る

２０
歳
以
上
の
方
全
員
に
、

申
告
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
申
告
書
が
届
い
た
方
は
、
前
年
の
１

月
か
ら

１２
月
ま
で
の
１
年
間
の
収
入
な

ど
に
つ
い
て
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
申
告
書
は
国
民
健
康
保
険
税
・

介
護
保
険
料
の
申
告
書
も
兼
ね
て
い
ま

す
の
で
、
収
入
が
無
い
場
合
で
も
、
そ

の
旨
記
載
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
結
果
は
、
町
県
民
税
を
適
正
に

課
税
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
な
る
ほ

か
、
国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び
介
護
保

険
料
の
算
定
資
料
と
し
て
も
使
い
ま
す
。

　
ま
た
、
所
得
証
明
書
な
ど
の
税
務
証

明
の
基
礎
資
料
と
し
て
も
使
い
ま
す
の

で
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
告
の
際
に
必
要
な
も
の
】

①
印
鑑（
認
印
）

②
収
入
や
経
費
が
わ
か
る
も
の
（
給
与

支
払
報
告
書
、
公
的
年
金
等
の
源
泉

徴
収
票
、
自
営
業
の
方
は
収
支
が
わ

か
る
も
の
）

③
生
命
保
険
や
地
震
保
険
の
控
除
証
明
書

④
国
民
年
金
な
ど
の
支
払
証
明
書

⑤
医
療
費
の
領
収
書

⑥
住
宅
取
得
特
別
控
除
を
受
け
ら
れ
る

場
合
は
、
金
融
機
関
の
年
末
残
高
証

明
書

【
提
出
期
限
】
３
月

１５
日（
木
）

※
申
告
書
の
提
出
が
無
い
場
合
は
、
国

民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
が
受
け

ら
れ
な
い
、
所
得
証
明
書
な
ど
の
交

付
が
で
き
な
い
、
各
種
税
額
控
除
が

受
け
ら
れ
な
い
、
な
ど
の
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
申
告
に
必
要
な
書
類
な
ど
の
確
認
や

申
告
が
必
要
か
ど
う
か
は
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
手
続
き

　
乗
ら
な
く
な
っ
た
り
、
乗
れ
な
く
な

っ
た
原
動
機
付
自
転
車
や
軽
自
動
車
で

も
、
３
月

３１
日
ま
で
に
廃
車
手
続
き
を

し
な
い
と
、
来
年
度
も
軽
自
動
車
税
が

か
か
り
ま
す
。
あ
な
た
の
家
に
そ
ん
な

車
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
早
め
の
手
続
き

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
な
お
、
車
の
種
類
に
よ
っ
て
次
の
表

の
と
お
り
手
続
き
先
が
違
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
は

軽
自
動
車
税
が
か
か
り
ま
す
！

　
農
耕
車
と
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
・
乗
用

装
置
付
き
の
コ
ン
バ
イ
ン
・
運
搬
車
両

な
ど
の
農
耕
作
業
用
自
動
車
な
ど
、
大

き
さ
に
関
係
な
く
乗
用
装
置
が
付
き
、

時
速

３５
㎞
未
満
で
走
行
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
農
耕
車
は
、
道
路
を
走
ら
な

く
て
も
軽
自
動
車
税
が
か
か
り
ま
す
。

農
耕
車
を
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

窓
口
へ
登
録
の
届
出
を
し
て
ナ
ン
バ
ー

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
農
耕
車

を
買
い
替
え
、
廃
車
し
た
と
き
も
、
担

当
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
登
録
に
必
要
な
も
の
】

・
所
有
者
の
印
鑑

・
車
名

・
車
体
番
号

・
総
排
気
量

※
代
理
の
方
が
届
出
を
す
る
場
合
は
、

代
理
の
方
の
印
鑑
も
必
要
で
す
。

 
 

本
庁 

税
務
課 

住
民
税
係

　
　
　
蕁
４
３
―
２
８
１
６（
直
通
）

 
 

佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

 
 

総
合
窓
口
第
１
係

　
　
蕁
５
５
―
３
１
１
１（
直
通
）

問

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

軽自動車などの種類

○原動機付自転車（125cc以下）

○小型特殊自動車（農耕作業用のもの、ト

ラクターなど）

手続き・連絡先

本　　庁　税務課　住民税係

佐賀支所　地域住民課

　　　　　総合窓口第1係

○軽自動車

○125cc超～250cc以下のバイク

高知県軽自動車協会（高知市長浜）

蕁088－842－4311

○250ccを超えるバイク
高知運輸支局（高知市大津）

蕁050－5540－2077

毎
月
2
月
は
「
北
方
領
土
返
還
運

動
全
国
強
調
月
間
」
で
す

「〝
い
つ
か
〞
を
〝
今
〞
に
。

日
本
の
国
土
、
北
方
領
土
」

（
平
成
２３
年
度
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

に
関
す
る
標
語
最
優
秀
作
品
）

　
　
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
高
知
県
民
会
議

　
　
蕁
０
８
８
―
８
７
５
―
１
１
７
０

問
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皆
さ
ん
の
相
談
を
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談

員
な
ど
が
受
け
る
相
談
所
を
開
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
心
の
負
担
が
少
し
で
も
軽
く

な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
家
庭
で
の

心
配
ご
と
、
地
域
で
の
も
め
ご
と
、
人

権
侵
害
や
行
政
に
関
す
る
相
談
な
ど
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
の
秘
密
は
必
ず
守
り
、
料

金
は
無
料
で
す
。
安
心
し
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

 
 

本
庁 

住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

日
時
　
２
月
５
日（
日
）

 
午
前
９
時
受
付
、

１０
時
開
始

 
午
後
０
時

３０
分
終
了
予
定

場
所
　
保
健
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

 
 
 「

こ
ぶ
し
」

内
容

○
い
き
い
き
長
寿
賞
表
彰
式
（
平
成

２３

年
度
中
に

９０
歳
に
な
ら
れ
た
方
で
、

在
宅
で
元
気
に
自
立
し
て
生
活
し
て

い
る
方
）

○
講
演

 「
正
し
い
歩
き
方
で
健
康
長
寿
を
！
」

 
京
都
大
学 
非
常
勤
講
師 

医
学
博
士

　
岡
本
香
代
子
さ
ん

　
若
さ
と
健
康
を
維
持
し
て
、
い
つ
ま

で
も
元
気
に
歩
き
続
け
る
た
め
に
必
要

な
筋
肉
を
鍛
え
る
「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
法
」
を
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

○
抽
選
会

☆
閉
会
終
了
後
、
い
よ
め
し
を
１
０
０

円
で
販
売
し
ま
す
。

 
 

佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

 
 

保
健
セ
ン
タ
ー

蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

 日
時
　
２
月

１９
日（
日
）

　
　
　
午
後
１
時
開
場
、１
時

３０
分
開
始

場
所
　
四
万
十
市
立
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

内
容
　
循
環
器
特
集

講
師

◎
幡
多
け
ん
み
ん
病
院

　
内
科
医
長
　
川
村
昌
史
先
生

　「
う
つ
る
病
気
と
そ
の
防
ぎ
方
」

◎
幡
多
け
ん
み
ん
病
院
　

　
脳
神
経
外
科
部
長
　
西
村
裕
之
先
生

　「
脳
卒
中
に
つ
い
て
学
ぼ
う
」

参
加
料
　
無
料

主
催
　
幡
多
け
ん
み
ん
病
院

後
援
　
四
万
十
市
・
宿
毛
市
・
土
佐
清

水
市
・
大
月
町
・
三
原
村
・
黒

潮
町
・
幡
多
福
祉
保
健
所
・
幡

多
医
師
会

　
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
　
幡
多
け
ん
み
ん
病
院 

経
営
企
画
課

　
 
蕁
０
８
８
０
―
６
６
―
２
２
２
２

　
 

黒
潮
町
役
場 

本
庁 

健
康
福
祉
課

 
　
保
健
衛
生
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
　
佐
賀
支
所 
地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

　
昨
年

１１
月
に
実
施
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ

に
関
す
る
意
識
調
査
」
に
つ
い
て
、
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
集
計
・
分
析
結
果
は
、
黒
潮
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

○
調
査
の
目
的

 
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
実
施
状

況
・
要
望
な
ど
を
把
握
し
、
今
後
の
黒

潮
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
役
立
つ
基
礎
資

料
と
す
る
。

○
調
査
対
象

 
黒
潮
町
に
居
住
す
る

２０
歳
以
上
の
男

女
１
０
０
０
人
（
住
民
基
本
台
帳
よ
り

無
作
為
に
抽
出
）

○
調
査
期
間

 
平
成

２３
年

１１
月
８
日
〜

３０
日

○
調
査
内
容

問
１
　
対
象
者
の
属
性
を
把
握

問
２
　
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
基
礎
調
査

問
３
　
黒
潮
町
の
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

調
査

※
回
答
内
容
は
す
べ
て
統
計
的
に
処
理

し
、
他
の
目
的
に
は
一
切
使
用
し
ま

せ
ん
。

　
　
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係

蕁
５
５
―
３
１
９
０（
直
通
）

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

問

問

問

問

心
配
ご
と
・
困
り
ご
と
、

人
権
・
行
政
相
談
所
の
開
催

「
元
気
い
き
い
き
町
民
の
集
い
」
を

開
催
し
ま
す
！

第
６
回

幡
多
ふ
れ
あ
い
医
療
公
開
講
座

平
成
２３
年
度
黒
潮
町
ス
ポ
ー
ツ
に

関
す
る
意
識
調
査
に
つ
い
て

月　　日 時　　間 会　　場

午前10時～正午
午後１時～3時

2月15日
（水）

午前10時～正午 蜷川生活改善
センター

総合センター
（佐賀支所前）

2月17日
（金）

午後1時～3時 伊田浦老人憩
の家
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昨
年
４
月
の
森
林
法
改
正
に
よ
り
、

平
成

２４
年
４
月
以
降
、
森
林
の
土
地
の

所
有
者
と
な
っ
た
方
は
市
町
村
長
へ
の

事
後
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

■
届
出
対
象
者

　
個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や
相

続
な
ど
に
よ
り
森
林
の
土
地
を
新
た
に

取
得
し
た
方
は
、
面
積
に
関
わ
ら
ず
届

出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ

く
土
地
売
買
契
約
の
届
出
を
提
出
さ
れ

て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

■
届
出
期
間

　
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら

９０

日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市

町
村
の
長
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
事
項

　
届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
前
所
有
者

の
住
所
氏
名
、
所
有
者
と
な
っ
た
年
月

日
、
所
有
権
移
転
の
原
因
、
土
地
の
所

在
場
所
・
面
積
と
と
も
に
、
土
地
の
用

途
な
ど
を
記
載
し
ま
す
。
添
付
書
類
と

し
て
、
登
記
事
項
証
明
書
（
写
し
も
可
）

ま
た
は
土
地
売
買
契
約
書
な
ど
権
利
を

取
得
し
た
こ
と
が
分
か
る
書
類
の
写
し
、

土
地
の
位
置
を
示
す
図
面
が
必
要
で
す
。

※
な
お
、
上
記
の
内
容
は
、
昨
年

１２
月

段
階
の
検
討
内
容
で
す
。

　
　
黒
潮
町
役
場 

佐
賀
支
所

　
　
海
洋
森
林
課 

林
業
振
興
係

　
　
蕁
５
５
―
３
１
１
５（
直
通
）

　
 

高
知
県 

林
業
振
興
・
環
境
部

　
 

森
づ
く
り
推
進
課

　
　
蕁
０
８
８
―
８
２
１
―
４
５
７
１

　
黒
潮
町
で
は
、
当
該
年
度
予
算
の
範

囲
内
で
、
各
地
区
へ
黒
潮
町
地
域
維
持

活
性
化
交
付
金
を
交
付
し
て
お
り
、
地

域
の
維
持
活
性
化
や
行
事
な
ど
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
交
付
金
は
、
次
の
算
定
基
準
（
８
項

目
）
を
合
算
し
算
出
さ
れ
ま
す
。

※
人
口
お
よ
び
健
康
保
険
加
入
者
数
は
、

当
該
年
度
４
月
１
日
現
在
の
住
民
基

本
台
帳
に
基
づ
き
ま
す
。

【
算
定
基
準
】

①
基
礎
額
　
３
万
円
（
１
部
落
）

②
面
積
割
額

　
当
該
地
区
面
積
１
０
０
㎡
に
つ
き
１

円
を
交
付
。（
国
有
林
は
除
く
）

③
人
口
割
額
　

　
当
該
地
区
人
口
１
人
に
つ
き
５
０
円

を
交
付
。

④
へ
き
地
割
額
　

　
当
該
地
区
集
会
所
か
ら
町
内
最
寄
り

庁
舎
ま
で
の
距
離
が
２
㎞
以
上
の
地
区

に
対
し
、
１
㎞
に
つ
き
６
０
０
円
を
交

付
。（
１
０
０
ｍ
未
満
切
り
捨
て
）

⑤
防
犯
灯
維
持
費

防
犯
灯
本
数
×
１
０
０
０
円

　
当
該
年
度
４
月
１
日
現
在
で
当
該
地

区
が
管
理
す
る
防
犯
灯
が
対
象
。

⑥
高
齢
化
率

（
地
区
人
口
×
１
０
０
円
）×
調
整
率

　
調
整
率
は
、
当
該
地
区
の
高
齢
化
率

に
応
じ
て
、《
別
表
第
１
》
の
と
お
り
。

⑦
健
康
診
断
受
診
率

（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
×
４
０
０
円
）

＋｛（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
×
４
０
０

円
）×
調
整
率
｝

　
調
整
率
は
、
当
該
地
区
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者
の
う
ち
健
康
診
断
受
診
者

の
占
め
る
率
に
応
じ
て
、《
別
表
第
２
》

の
と
お
り
。

⑧
口
座
引
き
落
と
し
件
数

　
当
該
地
区
内
の
方
（
当
該
年
度
３
月

３１
日
現
在
の
課
税
台
帳
に
基
づ
く
）の

軽
自
動
車
税
・
固
定
資
産
税
・
町
民
税

お
よ
び
国
民
健
康
保
険
税
そ
れ
ぞ
れ
の

口
座
引
き
落
と
し
済
み
１
件
（
前
納
の

場
合
は
納
期
の
回
数
）
に
つ
き
１
０
０

円
を
交
付
。

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
健
康
診
断

受
診
率
や
、
町
税
の
口
座
引
き
落
と
し

済
み
の
件
数
も
、
交
付
額
に
反
映
さ
れ

ま
す
！

　
 

本
庁 

総
務
課 

総
務
係

蕁
４
３
―
２
１
１
１（
直
通
）

森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
制
度
が

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

ご
存
知
で
す
か
？
　
黒
潮
町
地
域

維
持
活
性
化
交
付
金
の
算
定
方
法

問

問 《別表第１》

高齢化率 調整率

50％以上 1

45％以上50％未満 0.9

40％以上45％未満 0.8

35％以上40％未満 0.7

33％以上35％未満 0.6

33％未満 0

《別表第2》

受診率 調整率

65％以上 1

55％以上65％未満 0.8

45％以上55％未満 0.6

35％以上45％未満 0.5

35％未満 0

役場からのお知らせ役場からのお知らせ



澑広報くろしお  №71　2012（平成24）年2月号

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

～高額な外来診療を受ける方へ～

　事前の申請など詳細については、ご加入の健康保険組合、全国健康保険協会、市町村（国民
健康保険、後期高齢者医療制度）、国保組合、共済組合までお問い合わせください。

【本　　庁】健康福祉課 国保係　　　　　蕁43－2116（直通）
【佐賀支所】地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3111（直通）

　平成23年12月から、東日本大震災により他地域に避難している国民健康保険および後期高齢者
医療制度にご加入の方は、避難先でも「特定健診」・「後期高齢者健診」を受けることができます。
受診を希望される方は、次ページの市町村役場などへお問い合わせください。

【対象者】
◆国民健康保険の加入者のうち、以下の市町村にお住まいだった方で、住民票を異動せずに他地域

に避難されている方

◆後期高齢者医療制度の加入者のうち、住民票を異動せずに他地域に避難されている方
【受診期間】
平成23年12月1日～平成24年3月31日

～ 特定健康診査・後期高齢者健診について ～

二本松市、須賀川市、白河市、喜多方市、相馬市、川俣町、桑折町、国見町、大玉村、鏡石町、
天栄村、西会津町、湯川村、会津美里町、西郷村、石川町、玉川村、古殿町、広野町、楢葉町、
葛尾村、新地町、田村市、南相馬市、伊達市、本宮市

診療を受ける方 事前の手続き 病院や薬局などで

・70歳未満の方
・70歳以上で、
　非課税世帯の方

・70歳以上75歳未満で、
　非課税世帯以外の方

「認定証」
を窓口に提示してください

必要ありません 「高齢受給者証」
を窓口に提示してください

・75歳以上で、
　非課税世帯以外の方

必要ありません 「後期高齢者医療被保険者証」
を窓口に提示してください

加入している健康保険組合など
に「認定証」（限度額適用認定証）
の交付を申請してください

　平成24年4月1日から、「認定証」などを提示すれば、病院などの窓口
での支払いが一定の金額にとどめられます。
　これまでの高額療養費制度の仕組みでは、高額な外来診療を受けたと
き、ひと月の窓口負担が自己負担限度額以上になった場合でも、いった
んはその額をお支払いいただいていましたが、4月1日からは、限度額を
超える分を窓口で支払う必要はなくなります。
※「認定証」を提示しない場合は、従来どおりの手続きとなります。
（高額療養費の支給申請をしていただき、支払った窓口負担と限度額の差額が、後日、ご加
入の健康保険組合などから支給されます。）

東日本大震災で黒潮町に避難している住民の皆さんへ
《福島県からのお知らせ》
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

◆市町村役場
【お問い合わせ・ご相談】

◆福島県後期高齢者医療広域連合 業務課 給付係　蕁024－528－9024

○制度全般のお問い合わせ
　福島県 保健福祉部 国民健康保険課 国保担当　蕁024－521－7203
　　　　　　　　　　　　　　　後期高齢担当　蕁024－521－7204

担当課名 電話番号市町村名 担当課名 電話番号市町村名

福　島　市 国保年金課 024－525－3724 棚　倉　町 住民課 0247－33－2116

二本松市 市民部国保年金課 0243－55－5107 矢　祭　町 町民福祉課 0247－46－4573

郡　山　市 国民健康保健課 024－924－2146 塙　　町 健康福祉課 0247－43－2115

須賀川市 総合サービス課 0248－88－9137 鮫　川　村 住民福祉課 0247－49－3113

白　河　市 国保年金課 0248－22－1111 西　郷　村 福祉課 0248－25－1449

会津若松市 国保年金課 0242－39－1244 泉　崎　村 住民生活課 0248－53－2112

喜多方市 保健課 0241－24－5224 中　島　村 住民生活課 0248－52－2112

いわき市 国保年金課 0246－22－7466 矢　吹　町 保健福祉課 0248－44－2300

相　馬　市 保険年金課国保係 0244－37－2140 石　川　町 町民生活課 0247－26－9125

川　俣　町 保健福祉課 024－566－2111 玉　川　村 健康福祉課 0247－57－4623

桑　折　町 保健福祉課 024－582－1133 平　田　村 住民課 0247－55－3112

国　見　町 保健福祉課 024－585－2785 浅　川　町 保健福祉課 0247－36－4123

大　玉　村 住民生活課 0243－48－3131 古　殿　町 住民税務課 0247－53－4618

鏡　石　町 税務町民課 0248－62－2112 三　春　町 保健福祉課 0247－62－3166

天　栄　村 住民福祉課 0248－82－2119 小　野　町 町民生活課 0247－72－6933

南会津町 住民生活課 0241－62－6120 広　野　町 町民保健G 0246－43－1330

下　郷　町 生活課町民班 0241－69－1133 楢　葉　町 住民福祉課 0242－56－2155

檜枝岐村 住民課 0241－75－2502 富　岡　町 健康福祉課 0120－33－6466

只　見　町 保健福祉課 0241－84－7005 川　内　村 住民課 024－946－3375

磐　梯　町 町民課生活環境G 0242－74－1215 大　熊　町 住民課 0242－26－3755

猪苗代町 町民生活課 0242－62－2114 双　葉　町 健康福祉課 0480－73－7682

北塩原村 住民課 0241－23－3113 浪　江　町 健康保険課 0243－62－0123

西会津町 健康福祉課 0241－45－2214 葛　尾　村 住民生活課 0247－61－2850

会津坂下町 保険年金班 0242－84－1501 新　地　町 健康福祉課 0244－62－2931

湯　川　村 住民税務課 0241－27－8810 飯　舘　村 健康福祉課 024－562－4216

柳　津　町 町民課 0241－42－2118 田　村　市 市民課 0247－82－1112

会津美里町 健康ほけん課 0242－55－1122 南相馬市 市民課 0244－24－5233

三　島　町 町民課 0241－48－5565 伊　達　市 国保年金課 024－575－1198

金　山　町 住民課 0241－54－5135 本　宮　市 市民課 0243－33－1111

昭　和　村 総務課 0241－57－2115
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◆
所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は
３
月

１５
日（
木
）ま
で

 
平
成

２３
年
分
所
得
税
確
定
申
告
の
税

務
署
に
お
け
る
申
告
相
談
お
よ
び
確
定

申
告
書
の
受
付
は
、
２
月

１６
日（
木
）か

ら
３
月

１５
日（
木
）ま
で
で
す
。

 
確
定
申
告
書
は
、
郵
送
や
、
税
務
署

の
時
間
外
収
受
箱
に
投
か
ん
す
る
こ
と

に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税
の
確
定
申
告
は
お
早
め
に

　
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税
の
申
告
と
納
税
は
、
４
月
２
日

（
月
）ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 
期
限
を
過
ぎ
て
申
告
や
納
税
を
さ
れ

ま
す
と
、
本
税
の
ほ
か
に
加
算
税
や
延

滞
税
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
申
告
と
納
税
を
お
済

ま
せ
く
だ
さ
い
。

【
納
税
の
準
備
を
お
忘
れ
な
く
！
】

 
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
は
、
消

費
者
か
ら
の
預
り
金
的
な
性
格
を
有
す

る
税
金
で
す
。
必
ず
期
限
内
に
納
税
し

ま
し
ょ
う
。

 
次
の
方
は
、
消
費
税
の
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
平
成

２１
年
中
の
課
税
売
上
高
が
１
０

０
０
万
円
を
超
え
る
方

○
平
成

２１
年
中
の
課
税
売
上
高
が
１
０

０
０
万
円
以
下
の
方
で
、
平
成

２２
年

１２
月

３１
日
ま
で
に
「
消
費
税
課
税
事

業
者
選
択
届
出
書
」
を
提
出
し
て
い

る
方

※
平
成

２１
年
分
の
課
税
売
上
高
が
１
０

０
０
万
円
を
超
え
る
方
は
、
平
成

２３

年
中
に
課
税
売
上
や
課
税
仕
入
が
あ

る
場
合
、
当
該
課
税
売
上
高
が
１
０

０
０
万
円
以
下
で
あ
っ
て
も
、
消
費

税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
株
式
な
ど
を
売
っ
た
と
き
は
？

　
株
式
を
お
売
り
に
な
っ
た
方
は
、
申

告
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
証
券
会
社

を
通
じ
て
、
特
定
口
座
に
お
け
る
源
泉

徴
収
を
選
択
し
た
場
合
に
は
、
申
告
を

不
要
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
ま
た
、
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
損

失
の
繰
越
控
除
の
特
例
の
適
用
を
受
け

る
た
め
に
は
、「
所
得
税
の
確
定
申
告

書
付
表
（
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
損

失
の
繰
越
用
）」
を
添
付
し
た
確
定
申

告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

◆
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
を
忘
れ
ず
に

 
平
成

２３
年
１
月
１
日
か
ら

１２
月

３１
日

ま
で
の
１
年
間
に
、
個
人
か
ら
も
ら
っ

た
財
産
の
価
額
が
１
１
０
万
円
を
超
え

る
と
、
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

 
平
成

２３
年
分
の
贈
与
税
の
申
告
と
納

税
は
、
３
月

１５
日（
木
）ま
で
で
す
。

 
な
お
、
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財
産

に
つ
い
て
、
相
続
時
精
算
課
税
制
度
の

適
用
を
受
け
る
場
合
や
、
住
宅
取
得
等

資
金
の
非
課
税
制
度
の
適
用
を
受
け
る

場
合
に
は
、
申
告
期
限
ま
で
に
贈
与
税

の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◆
振
替
納
税
制
度
の
ご
利
用
を

 
所
得
税
や
個
人
事
業
者
の
消
費
税
な

ど
の
納
税
の
方
法
に
、
振
替
納
税
制
度

が
あ
り
ま
す
。

 
こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
金
融
機

関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
振
替
に
よ
っ
て

納
税
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
納
期

限
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
大
変
便
利
な
た

め
、
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
こ
の
制
度
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

税
務
署
ま
た
は
預
貯
金
先
の
金
融
機

関
に
「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
平
成

２３
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
公

的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円

以
下
で
、
か
つ
、
公
的
年
金
等
に
係
る

雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が

２０
万
円
以

下
の
場
合
は
、「
所
得
税
の
確
定
申
告

書
」
の
提
出
が
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

※
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
確
定
申
告
書
の
提
出
が
不
要
な
場
合

で
あ
っ
て
も
、
住
民
税
の
申
告
は
必

要
で
す
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
書
の
作
成

が
で
き
ま
す

 
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
、
所
得
税
、

贈
与
税
お
よ
び
個
人
事
業
者
の
消
費
税

な
ら
び
に
地
方
消
費
税
の
申
告
書
な
ど

を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
作
成
し
た
申
告
書
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
直
接
電
子
申
告
す
る

か
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
普
通
紙
に
印
刷
し

添
付
書
類
と
と
も
に
申
告
書
を
税
務
署

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.nta.go.jp

）を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
し
ら
せ
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◆
に
せ
税
理
士
行
為
に
ご
用
心

　
税
理
士
ま
た
は
税
理
士
法
人
で
な
い

者
が
、
税
務
署
な
ど
に
提
出
す
る
申
告

書
や
申
請
書
の
作
成
な
ど
の
業
務
を
行

う
こ
と
を
「
に
せ
税
理
士
行
為
」
と
い

い
、
無
償
で
あ
っ
て
も
法
律
に
よ
っ
て

罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
者
に
税
務
代
理
や
税
務

書
類
の
作
成
な
ど
を
依
頼
し
た
た
め
に
、

不
当
な
報
酬
を
要
求
さ
れ
た
り
、
不
測

の
損
害
を
被
っ
た
例
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
バ
ッ
ジ
の
確
認
を
忘
れ
ず
に
！
】

　
税
理
士
は
、
税
理
士
法
人
に
属
す
る

税
理
士
も
含
め
て
、
す
べ
て
税
理
士
票

（
身
分
証
明
書
）
を
持
ち
、
税
理
士
バ

ッ
ジ
を
着
け
て
い
ま
す
。

　
　
中
村
税
務
署

蕁
３
５
―
２
１
３
５

※
ご
利
用
で
き
る
時
間
は
午
前
８
時

３０

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

※
電
話
に
よ
る
一
般
的
な
相
談
は
、
電

話
相
談
セ
ン
タ
ー
（
右
記
）
で
税
理

士
や
税
務
相
談
官
な
ど
が
承
り
ま
す
。

音
声
案
内
に
従
っ
て
、
確
定
申
告
に

関
す
る
相
談
は
０
番
を
、
そ
の
他
の

相
談
は
１
番
を
押
し
て
く
だ
さ
い

問

インターネットで確定申告を！ 大西町長が「e－Tax（イータックス）」を体験
　インターネットを利用して、所得税の確定申告ができる
「e－Tax」（国税電子申告・納税システム）の利用促進を
図るため、大西町長が同システムを利用し、デモ申告を体
験しました。
　「e－Tax」は、税務署に行かなくても自宅や職場から国
税の申告や納税の手続が可能で、主なメリットとして、医
療費控除の領収書や生命保険料控除証明書などの添付書類
の提出が省略できるほか、e－Taxで申告された還付申告
は早期処理される（3週間程度に短縮）など、大変便利なシ
ステムです。ぜひご利用ください。

【e－Taxを利用するには？】
1　電子証明書の取得
　e－Taxで申告などを行う際には、申告書などのデータに電子署名を行う必要がありますの
で、事前に電子証明書を取得してください。個人の方は、黒潮町役場の住基担当窓口で「住
民基本台帳カード」を取得し、次に「公的個人認証サービス」に基づく電子証明書を取得し
てください。詳しくは、黒潮町役場住民課住基戸籍係（蕁43－2800）または、地域住民課
総合窓口第2係（蕁55－3111）までお尋ねください。（手数料は1,000円です。）
※税理士が税務書類（データ）を作成し、納税者に代わって送信する場合には、納税者本人の
電子証明書を省略できます。

※平成23年分の所得税の確定申告書を、本人の電子署名および電子証明書を付して、申告期
限内にe－Taxで行うと、最高4,000円（平成24年分については、最高3,000円）の税額
控除を受けることができます。（平成19年分から24年分の間でいずれか1回。）

2　ICカードリーダライタの購入
　「住民基本台帳カード」に格納されている電子証明書を利用するためには、ICカードリーダ
ライタが必要です。なお、ICカードリーダライタは、「公的個人認証サービス」の仕様にあっ
たものを確認の上、家電量販店やインターネット販売などでお求めください。（費用がかかり
ます。）

3　電子証明書などの登録（初期登録）
　国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）の「確定申告書等作成コーナー」から利用
者識別番号を取得し、電子証明書などを初期登録してください。引き続き、申告書などのデ
ータを作成し、作成した申告データをe－Taxへ送信して電子申告をすることができます。
※�詳しくは、e－Taxホームページ（http://www.e－tax.nta.go.jp）をご覧ください。
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高
知
地
方
法
務
局
で
は
、
法
務
局
の

業
務
に
関
す
る
１
日
無
料
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
予
約
不
要
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月

１２
日（
日
）

　
　
　
午
前

１０
時
〜
午
後
３
時

相
談
内
容

　
土
地
・
建
物
や
会
社
の
登
記
手
続
に

関
す
る
相
談
、
相
続
や
遺
言
な
ど
に
関

す
る
相
談
、
戸
籍
・
国
籍
・
供
託
・
人

権
擁
護
な
ど
に
関
す
る
相
談
、
司
法
書

士
に
よ
る
相
談
、
土
地
の
境
界
に
関
す

る
相
談
、
公
正
証
書
に
関
す
る
相
談

相
談
員

　
法
務
局
職
員
、
司
法
書
士
、
土
地
家

屋
調
査
士
、
公
証
人
お
よ
び
弁
護
士
資

格
を
有
す
る
人
権
擁
護
委
員

開
設
場
所

 
高
知
地
方
法
務
局
本
局

　（
高
知
市
栄
田
町
２
丁
目
２
番

１０
号

　
　高
知
よ
さ
こ
い
咲
都
合
同
庁
舎
）

 
 

高
知
地
方
法
務
局
 

総
務
課

 
蕁
０
８
８
―
８
２
２
―
３
３
３
１

　
相
談
日
当
日

　
蕁
０
９
０
―
８
９
７
２
―
２
０
０
１

　
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
の
一
部
規

定
が
適
用
猶
予
さ
れ
て
い
た
、
従
業
員

１
０
０
人
以
下
の
企
業
に
お
い
て
も
、

平
成

２４
年
７
月
か
ら
は
す
べ
て
の
規
定

が
全
面
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
左
記
の
と
お
り
、
説
明
会
お
よ
び
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

【
四
万
十
会
場
】

日
時
　
２
月

１４
日（
火
）

　
　
　
午
後
１
時

３０
分
〜
４
時

場
所
　
中
村
地
方
合
同
庁
舎
 

　
　
　
地
下
１
階
会
議
室

　
　
　（
四
万
十
市
右
山
五
月
町
３
―

１２
）

説
明
内
容

①
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
と
育
児
・

介
護
休
業
規
定
の
整
備
に
つ
い
て

②
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基

づ
く
一
般
事
業
主
行
動
計
画
に
つ
い

て
③
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
図
る
た
め
の

助
成
金
に
つ
い
て

※
説
明
会
終
了
後
、
個
別
の
相
談
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　
　
　
 

高
知
労
働
局
雇
用
均
等
室

　
　
蕁
０
８
８
―
８
８
５
―
６
０
４
１

申
・
問

問

平
成
２４
年
７
月
か
ら
全
面
適
用
！

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
説
明
会

全
国
一
斉
！
 

法
務
局
休
日
相
談
所

相 

談

申
・
問 問

就
活
の
プ
レ
ゼ
ン
を
高
め
る

「
好
感
度
ア
ッ
プ
マ
ナ
ー
と
面
接
マ
ナ
ー
」

子
犬
の
譲
渡
会

「
ガ
ッ
テ
ン
流
で
健
康
づ
く
り
」

〜
メ
タ
ボ
対
策
＆

お
い
し
い
健
康
生
活
の
ス
ス
メ
〜

・
面
接
マ
ナ
ー
の
基
本
の
指
導
（
面
接
に
お
け
る
基
本
パ
タ
ー
ン
、
電
話
応
対
な
ど
）

受
講
料
　
無
料

　
面
接
に
臨
む
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
こ
う
ち
・
幡
多
サ
テ
ラ
イ
ト
（
ア
ピ
ア
さ
つ
き
１
階
）

蕁
３
４
―
６
８
６
０
（
火
・
木
・
土
／
午
前

１１
時
〜
午
後
７
時
）

蕭
３
４

◆調査結果の利用方法

－ 放 送 大 学 4 月 入 学 生 募 集 －
　放送大学は自宅のテレビで学ぶ通信制の大学です。教員、会社員、看護師、主婦など、さ
まざまな世代・職業の方が学んでいます。あなたも放送大学で学んでみませんか。

　10月からBSデジタル放送で放送大学の授業が視聴できるようになりました。まずはチャ
ンネルを「231」に合わせて、放送大学を体験してみてください。
　ただいま平成24年4月入学生を募集しています。詳しい資料を無料で送付しますので、お
気軽にお問い合わせください。

【教養学部】

【出願期間】2月29日（水）まで　※必着

○資料請求・お問い合わせ
　〒780－8072 高知市曙町2－5－1（高知大学内）
　放送大学高知学習センター　蕁088－843－4864　　
　★放送大学ホームページからも資料請求ができます。→http://www.ouj.ac.jp

－ BSデジタル放送スタート！－

※大学院（修士課程）もあります。

区　　　　　分 入　学　料 授　業　料

4年以上在学し、学士の学位を取得　全科履修生 22,000円 半年間
1科目（2単位）

11,000円 
（テキスト代含む）

1年間在学し、好きな科目を学ぶ　　選科履修生 8,000円

半年間在学し、好きな科目を学ぶ　　科目履修生 6,000円
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◆
通
信
制
過
程
は
自
宅
で
の
自
学
自
習

が
基
本
で
す

　
通
信
制
で
は
、
次
の
よ
う
な
学
習
方

法
で
高
校
の
卒
業
資
格
が
取
れ
ま
す
。

①
教
科
書
や
学
習
書
を
参
考
に
し
な
が

ら
自
宅
で
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
・
添
削

指
導
を
受
け
る
。

②
日
曜
日
に
は
、
授
業
形
式
で
先
生
か

ら
指
導
を
受
け
る
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を

実
施
。（
水
曜
日
は
補
充
日
）

③
前
期
・
後
期
の
最
後
に
、
そ
れ
ま
で

に
学
習
し
た
レ
ポ
ー
ト
の
ま
と
め
と

し
て
テ
ス
ト
を
実
施
。

④
決
め
ら
れ
た
回
数
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ

を
受
け
、
締
め
切
り
ま
で
に
レ
ポ
ー

ト
を
提
出
し
、
テ
ス
ト
に
合
格
す
れ

ば
単
位
認
定
。

　
必
履
修
科
目
を
含
め
て

７４
単
位
以
上

単
位
取
得
で
き
れ
ば
、
高
校
の
卒
業
資

格
が
得
ら
れ
ま
す
。
３
年
間
で
卒
業
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◆
現
在
１５
歳
〜
６０
歳
代
の
生
徒
が
在
学

し
て
い
ま
す

　
遠
足
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
生
徒
会

を
中
心
に
し
た
学
校
行
事
や
自
主
的
な

部
活
動
な
ど
、
生
徒
同
士
の
交
流
も
行

っ
て
い
ま
す
。

◆
納
入
金
は
、
教
材
や
諸
経
費
と
し
て

年
間
で
約
４
万
２
０
０
０
円
で
す

◆
入
学
者
選
抜
に
つ
い
て

【
入
学
定
員
】
１
０
０
人

【
入
学
資
格
】

　
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は
そ

れ
と
同
じ
く
ら
い
の
学
力
の
あ
る
方

【
出
願
期
間
】

・
前
期
１
次

　
３
月
５
日（
月
）〜
７
日（
水
）

・
前
期
２
次

　
３
月

１９
日（
月
）〜

２１
日（
水
）

・
後
期

　
９
月
３
日（
月
）〜
５
日（
水
）

【
入
学
選
考
】

書
類
審
査
、
面
接
な
ど

【
入
学
式
】

・
前
期
　
４
月
８
日（
日
）

・
後
期
　

１０
月
７
日（
日
）

　
　
高
知
県
立
大
方
高
等
学
校

　
　
通
信
制 

教
頭 

中
津
吉
弘

蕁
４
３
―
１
０
７
９

蕭
４
３
―
１
３
７
９

問

高
知
県
立
大
方
高
等
学
校

「
通
信
制
」
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

募 
集

受験科目 予 備 自 衛 官 補

応募資格
平成24年7月1日現在、18歳以上34歳未満
の方

試　験　日
【1次試験】4月13日（金）、14日（土）、
15日（日）、16日（月）
※いずれか1日を指定されます。

受付期間 1月11日（水）～4月4日（水）

教育訓練招集手当

教育訓練招集期間は食事・光熱費・宿泊費など
無料

手当など

非常勤の特別国家公務員身　　分

衣　食　住

概　　要

○お問い合わせ　自衛隊四万十地域事務所　蕁0880－35－3096

受験科目 自衛隊幹部候補生（幹部自衛官）

応募資格
平成25年4月1日現在、22歳以上26歳未満
の方

試　験　日 【1次試験】5月12日（土）

受付期間 2月1日（水）～4月27日（金）

214,900円
（平成23年4月1日現在）

食事・光熱費・宿泊費など無料衣　食　住

休日休暇

初　任　給

自  衛  官  募  集

　普段は、社会人として、それぞれの職業
に従事しながら、必要とされる練度を維持
するため訓練招集に応じます。有事には防
衛招集に応じて出頭し、後方の警備や後方
支援などの任務にあたるとともに、特に必
要があると認められる場外には、国民保護な
ど招集に応じることとなります。また、平時
においても大臣が特に必要を認める場合には、
災害招集に応じることとなります。

概　　要

　自衛隊組織の骨幹である幹部自衛官（パ
イロット要員含む。）として、必要な知識と
技能を修得するために幹部候補生学校にて
教育を受けます。卒業後は初級幹部として
部隊を指揮しながら、さらなる知識と技能
の修得に努め、「平和を、仕事にする。」責任
を担っていきます。

年次休暇（年間24日）、夏季および年末年始
の特別休暇などがあり原則として週休2日制
です。
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春
！
　

の
り
の
り
支
援
隊
と

 
 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
　

参
加
者
募
集

申
・
問

　
春
の
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
楽
し
み
、
あ
り
が
た
い
お
説
教

を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
第
１
回
】

目
的
地
　
延
光
寺（
宿
毛
市
平
田
町
）

日
程
　
３
月
４
日（
日
）

中
村
駅
〜（
列
車
）〜
平
田
駅
〜（
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
）〜
延
光
寺
（
延
光
寺
に
て

昼
食
・
説
教
）

※
中
村
駅
午
前

１０
時
７
分
発
の
普
通
列

車
で
出
発
し
ま
す
。
乗
降
す
る
駅
は

お
申
し
込
み
の
際
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
弁
当
・
保
険
代

ど
ち
ら
も
１
０
０
０
円
（
そ
の
他
加
算

な
し
）

募
集
定
員
　

２０
名
（
先
着
順
）

募
集
開
始
　
２
月

１４
日（
火
）

申
込
方
法
　
左
記
へ
お
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
以
外
の

方
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
　
　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
・
高
知
西

南
交
通
バ
ス
　
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

事
務
局
（
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
駅

事
務
所
内
）

 
 
 
蕁
３
５
―
４
９
６
２

（
平
日
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
）

 　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・

強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社
会

の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に

寄
与
す
る
た
め
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
学
童
保
育
に
大
活
躍
し
て
い
ま
す

　
【
共
生
の
地
域
づ
く
り
助
成
事
業
】

　
こ
の
事
業
を
活
用
し
て
、
学
童
保
育

の
児
童
送
迎
用
車
両
を
整
備
し
ま
し
た
。

課
題
で
あ
っ
た
児
童
送
迎
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
う
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
育
ち
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

学
習
習
慣
を
身
に
つ
け
る
学
び
の
場
を

拡
充
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係

蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

▼
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
資
機
材
整
備

　
【
地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業
】

　
こ
の
事
業
を
活
用
し
て
、
上
川
口
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
、
伊
田
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
テ
ン
ト
な
ど
、
防

災
訓
練
や
防
災
学
習
で
使
用
す
る
防
災

資
機
材
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
上
川
口
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
は
平
成

２２

年
度
に
、
伊
田
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
は
平

成
２３
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
設
立
さ
れ
、
黒

潮
町
総
合
防
災
訓
練
や
消
防
出
初
式
な

ど
に
参
加
、
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
サ
ー
ビ
ス

で
防
災
冊
子
を
手
渡
し
す
る
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
た

資
機
材
を
活
用
し
、
さ
ら
に
充
実
し
た

訓
練
や
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
予
定

で
す
。

　
　
本
庁 

総
務
課 

消
防
防
災
係

蕁
４
３
―
２
１
１
２（
直
通
）

共生の地域づくり助成事業で整備した
エスティマ。（黒潮町立佐賀児童館）

整備した資機材を確認する林代表。
（上川口少年消防クラブ）

平成23年12月、年末警戒を行う少年
消防クラブ。

宝くじは、広く社会に
役立てられています。

整備した資機材を確認する澤田代表。
（伊田少年消防クラブ）

平
成
23
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施
し
ま
し
た

問

問
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くろしおスポーツ！
第22回　県下少年相撲佐賀火鎮祭大会
平成23年12月11日（日）佐賀中学校相撲場

主催：佐賀相撲振興会

まちの掲示板まちの掲示板

団体決勝トーナメント

優　勝　清水
準優勝　佐賀
第３位　南国長岡Ａ

優　勝　松田（南海）
準優勝　宮崎（清水）
第３位　闍橋（香南）
第３位　武樋（昭和）

優　勝　篠田（佐賀）
準優勝　志磨村（香南）
第３位　澤田（宿毛）
第３位　武内（香美）

優　勝　川田（南国）
準優勝　畑山（香南）
第３位　沖（清水）
第３位　有光（香美）

優　勝　小松（香美）
準優勝　山崎（宿毛）
第３位　岡崎（清水）
第３位　弘田（佐賀）

優　勝　松田（南海）
準優勝　植田（香南）
第３位　山下（南海）
第３位　須藤（香南）

優　勝　石川（南国）
準優勝　澤田（宿毛）
第３位　山中（昭和）
第３位　泉（香美）

昭和

弘田（佐賀）

高見（香南）

松田（南海）

岡田（清水）

中平（香美）

猪野（宿毛）

植田（香南）

宮崎（清水）

澤田（香南）

野中（香南）

山下（南海）

武樋（昭和）

武内（香美）

阪本（昭和）

澤田（宿毛）

寺田（香南）

篠田（佐賀）

川田（南国）

岡田（香南）

水田（香南）

沖（清水）

木村（宿毛）

畑山（香南）

武樋（昭和）

光宗（南国）

有光（香美）

志磨村（香南）

闍橋（香南）

香南Ａ

香美

清水

南海

佐賀

南国長岡Ａ

香南Ｃ

山崎（宿毛）

伊藤（南国）

岡崎（清水）

有田（宿毛）

弘田（佐賀）

岡崎（香南）

小松（香美）

山下（南海）

植田（香南）

須藤（香南）

松田（南海）

坂本（南国）

澤田（宿毛）

土居（南国）

山中（昭和）

高田（宿毛）

石川（南国）

泉（香美）

田井（南国）

個人戦（１年生以下）

個人戦（4年生）

個人戦（5年生）

個人戦（6年生）

個人戦（2年生）

個人戦（3年生）
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まちの掲示板まちの掲示板

イベント・講座・サークル情報イベント・講座・サークル情報イベント・講座・サークル情報イベント・講座・サークル情報
■ 子育てサークル「野原にいます」
★カウンセリングクラブ　まんまる①
　私が私でいるために・・・
日　時　2／18（土）10：00～12：00
場　所　加持ふれあいセンター
講　師　松本敬子先生
参加費　500円
※このクラブは、会員のみ参加できます。入会希望

者は下記までご連絡ください。
★野外活動　野鳥観察
　冬鳥の観察をしよう。カモさんは見られるかな？
日　時　2／7（火）10：00～12：00
場　所　吹上川湿地周辺（西南大規模公園内）
　　　　※道の駅ビオスおおがた情報館に集合。
ナビゲーター　森富美男さん
参加費　無料、申し込み不要
用意するもの　あれば双眼鏡
★体験活動　陶芸教室
　粘土をこねて器を作ってみよう！
日　時　2／25（土）10：00～12：00
場　所　加持ふれあいセンター
講　師　日常屋
参加費　無料、申し込み必要（2／18（土）締切）
　　　　※粘土代（100g100円）は各自負担。
用意するもの　エプロン、手拭きタオル
※汚れてもいい恰好でおいでください。器のお渡し

は4月下旬になります。
　　　　地域子育て支援センター（大方中央保育所内）

　蕁43－0512

■ 第20回「漂流物展」
　海に流れついたものを「ゴミ」ではなく「作品」
として展示します。ロマンあふれるものから、環境
問題を考えさせられるもの、自然がつくった流木ア
ートなど、いろいろな作品があります。
日　時　2／4（土）～3／11（日）　8：30～17：00
場　所　道の駅ビオスおおがた　情報館
　　NPO砂浜美術館　　蕁43－4915

申・問

申・問

問

問

この町に来てほしい人・会ってみたい人はだれですか？
みなさんの希望から、Tシャツアート展の審査員を選びます！

■ 間伐材を使った木のおもちゃ作り教室
　抗菌作用のあるヒノキのコロコロアニマルやお箸、
栗やケヤキやツツジなどのスプーンを作ります。赤ち
ゃんがなめても安心の植物オイルや柿渋で仕上げます。 
日　時　2／25（土）13：30～15：30
場　所　大方あかつき館　2階　会議室
定　員　先着順で20人（お子様連れも可）
参加費　無料　※材料代（300円～）のみ各自負担。
用意するもの　カッターナイフ（無ければ貸し出します）
　　　　NPO野の手仕事仲間たち
　　　　　090ー4971ー7339
　　　　　 polepole@iwk.ne.jp

■ ユニバーサルフェスティバル2012in西部
　『子ども・高齢者・障がい者』の交流の場を持つ
ことにより相互理解を深めるとともに、さまざまな
スポーツ活動を通じて運動・健康への関心を高める
ことを目的に開催します。ぜひご参加ください。
日　時　2／19（日）10：00～
会　場　土佐西南大規模公園（大方地区）
　　　　体育館・陸上競技場など
主　催　ユニバーサル四万十・高知チャレンジドクラブ
内　容　【イベントコーナー】

参加者みんなでレクリエーション、大声選手権、
カップラーメン積み競争、豪華景品が当たる
大抽選会など

【スポーツ体験・交流大会コーナー】
駅伝交流大会、ディスクゴルフ交流大会、トラ
ンポリン、車椅子タイム
アタック、ビームライフル、
ハンドサイクルと自転車

（補助輪を外す練習）、
ストレッチ体操、スリッ
パ飛ばし、わなげなど

【出店コーナー】
うどん、ちらし寿司、カツオのお好み焼き、お
菓子、雑貨など

　  ユニバーサル四万十（総合型地域スポーツクラブ）
　  担当：片岡・福本　蕁088－841－0021
　  HP　http://www.kochi-scfd.com/

　5月に砂浜美術館で開催するTシャツアート展。毎年いろんな“著名人”を審査員にお呼び
しています。
　いつもはスタッフで選ぶのですが、せっかくこの町に来ていただくのなら、「町
の人が来てほしい人」を呼んでみよう！ということで、今年は、みなさんの希
望から審査員を選びます。「町に来てほしい人」「会ってみたい人」はだれですか？
　2月の回覧で用紙を回しますので、ぜひ希望をお聞かせください！
　希望数の多い方からお声かけをして、承諾してくださった方を審査員としてお呼びします。

○お問い合わせ　NPO砂浜美術館（担当：西村）蕁43－4915　HP http://sunabi.com/
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詩
『
み
ん
な
だ
い
す
き
だ
よ
』

入
野
小
学
校
　

１
年
　
松
本
　
真
弥 

さ
ん

『
ち
な
ち
ゃ
ん
、
あ
り
が
と
う
』

南
郷
小
学
校
　

２
年
　
坂
本
　
真
綾 
さ
ん

『
わ
た
し
の
妹
、
は
や
く
会
い
た
い
』

拳
ノ
川
小
学
校
　

３
年
　
中
川
　
若
菜 

さ
ん

『
う
れ
し
い
気
持
ち
』

伊
与
喜
小
学
校
　

４
年
　
森
田
　
千
尋 

さ
ん

『
人
権
の
勉
強
』

佐
賀
小
学
校
　

５
年
　
饌
中
　
風
登 

さ
ん

『
原
発
問
題
』

佐
賀
小
学
校
　

６
年
　
奥
田
　
伊
武
希 

さ
ん

『
解
放
子
ど
も
会
』

佐
賀
小
学
校
　

６
年
　
浜
中
　
音
乃 

さ
ん

『
あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
』

佐
賀
中
学
校
　

２
年
　
掛
橋
　
優
花 

さ
ん

優
秀
賞

　
黒
潮
町
教
育
委
員
会
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
た
め
の
取
り

組
み
の
１
つ
と
し
て
、
町
内
の
児
童
・
生
徒
か
ら
人
権
作
品
（
絵
画
・

ポ
ス
タ
ー
・
書
道
・
人
権
作
文
・
詩
）
を
募
集
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
の
思
い
や
願
い
の
こ
も
っ
た
作
品
は
、
人
権
週
間
を
中
心
と
し
た

１２

月
２
日
か
ら

１０
日
ま
で
の
期
間
、
総
合
セ
ン
タ
ー
玄
関
ホ
ー
ル
お
よ
び

大
方
あ
か
つ
き
館
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
、
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
方
々
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

畠中　愛未さん

上川口小学校 5年
みあ

浜岡　芽生さん

佐賀中学校 2年
め い

辻　　愛莉さん

佐賀中学校 1年
あい

横山　日姫さん

南郷小学校 4年
きに

小橋みなみさん

入野小学校 5年

藤本　陽菜さん

佐賀中学校 3年
ひ な

松井　美優さん

南郷小学校 3年

植野　真央さん

入野小学校 3年
ゆうみ

藤本　琉已さん

拳ノ川小学校 2年

濱口　連理さん

三浦小学校 3年
りれん

野村　朋矢さん

三浦小学校 6年

書
　
道

いるまひろ

作
　
文

ま

や

ま

あ
や

わ
か

な

ち

ひ
ろ

ふ
う

と

の

の

ゆ
う

か

ぶ

い

き

り やとも
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武内　妃華さん

三浦小学校 5年
かひめ

森本真奈美さん

南郷小学校 5年
みなま

浜岡　芽生さん

佐賀中学校 2年
め い

水野　蒼梨さん

三浦小学校 3年
あお り

島田さくらさん

南郷小学校 6年

山闢　聖人さん

大方中学校 3年
まさ と

大闢　涼菜さん

大方中学校 2年

松本　楓華さん

田ノ口小学校 4年
かふう

西山　大輝さん

伊与喜小学校 1年
きだい

劔地　桃香さん

入野小学校 1年
かもも

植野翔鳳生さん

入野小学校 1年
しょおせい

大谷　咲那さん

佐賀小学校 2年
なさ

宮闢　左京さん

三浦小学校 2年
さきょう

山本　音桜さん

三浦小学校 2年
おね

村越　　凪さん

佐賀小学校 4年
なぎ

若藤　秀斗さん

伊田小学校 4年
しゅうと

坂本　舞香さん

大方中学校 3年
こまい

松永　凌成さん

大方中学校 1年
りょうせい

畑中　麻里さん

大方中学校 1年
りま

濱口　紗良さん

佐賀小学校 3年
らさ

なすず

河村和乃春さん

拳ノ川小学校 5年
はのな

曽根明香里さん

上川口小学校 6年
りかあ

絵
画

ポ
ス
タ
ー

絵
画
・
ポ
ス
タ
ー

2011年度 黒潮町人権作品展 優秀賞〈特集２〉
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（
●
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

大
方
図
書
館

あたらしくはいった本のご紹介
●防波堤　　　　　　　　　　　　　　　　今野　　敏／著
●スウィート・ヒアアフター　　　　　　　よしもとばなな／著
●がっつり粉ものごはんの本�
●重ね煮だからすごくおいしい　　　　　　梅崎　和子／著
●精神科・心療内科の上手なかかり方がわかる本�
●イエンスの畑のある週末�
●尾木ママの「凹まない」生き方論　　　　尾木　直樹／著
●高知のパワースポット�
●おおきなわんぱくぼうや　　　　　　　　ケビン・ホークス／著
●ターシャのかずのほん　　　　　　　　　ターシャ・チューダ／著

佐
賀
図
書
館

2月
日 月 火 水 木 金 土
笊 笆 笳 1 2 3 4
笙 6 7 8 9 10 筺

3月
日 月 火 水 木 金 土
笊 笆 笳 1 1 2 3
笘 5 6 7 8 9 10

笄 13

※21日～24日は蔵書点検のため休館します。 ※21日～24日は蔵書点検のため休館します。

14 15 16 17 18
筴 20 筰 筱 筬 筮 25
箘 27 28 29 箜 箚 箋

2月
日 月 火 水 木 金 土
笊 笆 笳 1 2 3 4
5 笞 7 8 9 10 筺

3月
日 月 火 水 木 金 土
笊 笆 笳 1 1 2 3
4 笙 6 7 8 9 10

12 筍 14 15 16 17 18
19 筧 筰 筱 筬 筮 25
26 箟 28 29 箜 箚 箋

にがおえ・イメージ画・感想画を展示します

○お問い合わせ　本庁 まちづくり課 水道係　蕁43－2114（直通）

月

2

3

日
13～19
20～26
27～29
1～4
05～11
12～18

大 方 地 域 佐 賀 地 域
前 田 電 工
吉 本 水 道
大方設備センター
大方設備センター
中村住設大方営業所
前 田 電 工

平 野 住 設
河 野 電 機 設 備
野 村 企 画 設 備
野 村 企 画 設 備
道 倉 水 道
平 野 住 設

㈲ 弘 瀬 建 設
㈱ 土 居 建 設
拳 ノ 川 住 設
拳 ノ 川 住 設
山 本 建 設 ㈱
㈲ 弘 瀬 建 設

谷 口 水 道
㈲ 西 部 総 建
㈲ 西 部 総 建

〈水道給水工事指定店 当番一覧表〉

● 当番店の連絡先・所在地　　※当番日以外でも要請があった場合には対応いたします。
電話番号

店　　名 住　　所
事務所

電話番号
店　　名 住　　所

事務所自　宅 自　宅

大方設備センター

河 野 電 機 設 備

中村住設大方営業所

野 村 企 画 設 備

平 野 住 設

前 田 電 工

道 倉 水 道

吉 本 水 道

43－1420

43－1022

43－0211

43－4665

44－1513

43－1149

43－2096

43－2024

43－1483

43－2061

44－1117

43－1546

入野769

入野2878

出口372－2

田野浦1593

伊田2100

入野1574

浮鞭3558－8

入野544－4

拳 ノ 川 住 設

㈲ 西 部 総 建

谷 口 水 道

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

55－7371

55－2825

55－2316

55－2133

55－2121

55－3141

55－7114

55－2363

55－2076

拳ノ川1781

伊与喜38－2

佐賀2773

伊与喜43－5

佐賀1990

佐賀2988

◆
開
館
時
間

【
大
方
図
書
館
】

　
火
〜
金

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

　
土
・
日

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

【
佐
賀
図
書
館
】

　
月
〜
金

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

　
※
午
後
１
時
〜
２
時
ま
で
閉
館

　
土

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

◆
貸
出
冊
数
・
期
間

　
本

　
　
一
人
５
冊
・
２
週
間

　
雑
誌

　
　
一
人
３
冊
・
２
週
間

　
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D

　
　
一
人
２
点
・
１
週
間

※
返
却
期
限
は
お
守
り
く
だ
さ
い
。

返
却
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
を

行
い
、
そ
の
後
貸
出
停
止
の
処

理
を
行
い
ま
す
。

★
借
り
た
本
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
紛

失
や
破
損
し
た
場
合
は
、弁
償
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

返
却
す
る
と
き

・
大
方
・
佐
賀
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
、各

図
書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、で
き

る
だ
け
開
館
時
の
受
付
窓
口
へ

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁
4
3
―
0
1
2
0（
直
通
）

　
佐
賀
図
書
館

　
蕁
5
5
―
3
1
5
0（
直
通
）

　http://akatsuki.town.kuroshio.lg.jp 

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

　大方図書館では、応募のあった感想画などの作品を
展示します。ぜひ見に来てください。

【展示期間】2月29日（水）～3月11日（日）
                ※大方図書館開館日および開館時間内

【展示会場】大方あかつき館 1階 町民ギャラリー
【その他】3月4日（日）14：30から大方あかつき館で
表彰式を行います。（該当者の方にはご連絡します。）

※詳しいことは、大方図書館（蕁43－0120）までお問
い合わせください。
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く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

町
内
在
住
の
子
ど
も
た
ち
を
、
お
家
の
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
っ
し
ょ
に
紹
介
し
ま
す
。

【
写
真
募
集
中
！
】
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
記
念
に
写
真
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

左
記
ま
で
写
真
（
デ
ジ
カ
メ
の
場
合
は
デ
ー
タ
）
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
　
本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係
　
蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

三保木　心輝くん
〈平成23年4月27日生まれ〉

いつも笑顔のしっくん！！
みんなの宝物です蟋
〈パパ・ママより〉

西嶋　李珠ちゃん
〈平成23年5月28日生まれ〉

いつもあなたの笑顔に元
気をもらっています。あり
がとう！〈お母さんより〉

し き り ずり お

宮地　吏桜くん
〈平成23年3月30日生まれ〉

お兄ちゃんと仲良く元気
に育ってね蟋
〈お父さん・お母さんより〉

西地　　　くん
〈平成21年1月20日生まれ〉

お兄ちゃんと一緒に元気
になってください。
〈母と父より〉

浜田　晏蔵くん
〈平成20年10月20日生まれ〉

大きくたくましく優しいひ
とになってね。〈母より〉

うみか のん ぞうあん

横井　花音ちゃん
〈平成23年1月5日生まれ〉

明るく元気に大きくなーれ。
〈お父さん・お母さんより〉

　
１
年
で
一
番
寒
い
２
月
で
す
が
、
節

分
が
過
ぎ
れ
ば
暦
の
上
で
は
春
。
少
し

ず
つ
春
の
足
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　
２
月
は
節
分
の
行
事
を
し
た
り
、
お

し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
雛
人
形
を
作
っ

た
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

２９
日（
水
）の
「
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ

う
」
は
、
山
元
彩
乃
さ
ん
の
ヨ
ガ
教
室

を
計
画
。
親
子
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
た
く
さ
ん
の
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　◆
お
で
か
け
広
場

　（
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
）

・
７
日（
火
）ふ
れ
あ
い
遊
び

・
１４
日（
火
）フ
リ
ー
デ
ー

・
２１
日（
火
）作
っ
て
遊
ぼ
う

　
場
所
／
佐
賀
保
育
所
一
時
保
育
室

◆
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

　（
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
）

・
１
日（
水
）節
分
〈
豆
ま
き
〉

・
８
日（
水
）ふ
れ
あ
い
遊
び

・
１５
日（
水
）作
っ
て
遊
ぼ
う

・
２２
日（
水
）誕
生
会

・
２９
日（
水
）ヨ
ガ
教
室

場
所
／
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
方
中
央
保
育
所
内
）

　
　
蕁
４
３
―
０
５
１
２（
直
通
）

2
月
の
予
定

問

　
こ
の
募
集
は
、「
障
害
者
の
雇
用
の

促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
の
趣
旨
に
基

づ
き
、
身
体
障
が
い
者
の
雇
用
の
促
進

を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
う
も

の
で
す
。

●
応
募
資
格

・
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

・
介
護
者
な
し
で
勤
務
が
で
き
る
方

・
平
成

２４
年
１
月

３１
日
以
前
か
ら

　
黒
潮
町
内
に
在
住
し
て
い
る
方

●
職
種
・
採
用
予
定
数

　
一
般
行
政
事
務
（
非
常
勤
職
員
）

　
１
名

●
雇
用
期
間

平
成

２４
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

２５
年

３
月

３１
日
ま
で

　（
１
カ
月
の
う
ち

１８
日
勤
務
）

●
給
料

　
月
額
　

１２
万
６
０
０
円

●
受
付
期
間

　
２
月
９
日（
木
）〜

２４
日（
金
）

●
面
接
試
験
日
時
・
会
場

　
３
月
１
日（
木
）午
後
１
時

３０
分
〜

黒
潮
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
大
方

庁
舎
前
）
１
階
　
健
康
相
談
室

　
 

本
庁 

総
務
課 

行
政
人
事
係

蕁
４
３
―
２
１
１
１（
直
通
）

黒
潮
町
役
場
非
常
勤
職
員
（
身
体

障
が
い
者
の
方
）
を
募
集
し
ま
す

問


